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教科課程再編 の視点

――第15次産教研大会の主題によせて一―

後  藤 上
ユ 治

第15次産業教育研究大会は「技術科教育の本質

と教科課程の再編」というテーマで,別項のとお

り開催される。この大会テーマにこめられている

意図や期待を筆者なりに明らかにしてみたい。

1 子どもの身につけねばならないもの

これは教科教育の目標であり,こ の教科の教育

をとおして身につけさせるべき「 学力」の問題で

ある。このことがまず明確に描かれてはじめて課

程や授業はなりたつ。 :

よく,子 どもの「全面的発達」の達成というこ

とがいわれる。これは,ご く大ざっぱにいえば,

これまでの教養観のなかにあった「頭と心」の偏重

と打破し,「頭と′いと手」にかかわる教養つまり

「 知・情意」の面の発達だけでなく,技術的教養

を身につけさせることをさすとい え よ う。 しか

し,こ れでは大まかにすぎる。どうしても,新 し

い教養観なり「 学力観」の問題としてつかみなお

してみなければならない。

前にも糸召介したことがあるが,「ソビエ ト0学

習心理学」 (明治図書)のなかに,つぎのような

形成目標がえがかれている。「 人格のいっそうひ

ろい諸特質と関連をもち,労働過程でも,知識習

得過程でも現実化される諸能力の形成の必要が生

じている」として

① 鮮明に活動目的を思いうかべながら,自分の
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仕事を計画する能力

② 条件の全面的な査定

③ 条件が変化したとき,それに相応して行動様

式を原理に変化させる能力

④ しごとの方法の自己点検と改善

⑤ 実生活が提出する課題の解決に対する創造的

・創意的な態度

などの諸能力 0態度をあげている。

この目標設定を吟味していくと,それがかなり

具体的・包括的であることにおどろかされる。と

いうのは,こ れらの能力 0態度が形成されるには,

科学的な認識とそれを現実化する技術を緊密に結

びつける教育的技術的経験の構成と “構 成 的 習

熱"(上掲書)の要請を含んでいるからであり,

それはそのまま技術科の学習にも適用できる。た

だ,問題は,「学力」を「 社会的実践力」として

規定するとき,「生きて働くのは真空の中ででは

なく,ま さしく歴史的な現実世界にお い て で あ

り, したがって,学習の成果が現実において果す

であろう役割を見とおすことなしには,生 きて働

くことは期待できない」 (川合章)と いうすじ道

が上記目標には明確に出ていないということであ

ろう。

もともと,技術教育,こ とに一般技術教育とい

うのは,「労働手段+労働力」にかかわる教育と

みてよい。労働手段の変化・発達は技術学の発展

ぅ膚
ｌ
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と本目員日し, さらに技術学は自然科学と相Iに刺戟

し合い,啓発し合 う関係にあるとみることができ

る。したがって,さ まざまな労働手段の自然科学

的 0技術学的基礎についてのたしかな認知が必要

であることにまちがいない。一方,労働力につい

ては,労働手段を主体的に駆使する力の発展がは

かられなければならない。そのような主体性は科

学―技術的合理性の認知とある種の意欲とによっ

て支えられる。前者の発展のためには教育対象の

発達段階に応じた教育的技術的経験の構成が要請

される。

“ある種の意欲"と は何か。「実践をめざす教

授一学習過程は学習と子どもの内部発展として育

てあげる」 (り |1合)も のでなければならないし,そ

のためには,子 どもの現在のものの考え方,と ら

え方との矛盾の発見・ 自意と克服,つまり内部発

展を可能にするような学習をくまなければならな

い, という。実はここに認識と態度・意欲の総合

された発展の場がある。これが第 1点である。現

実の生産をささえている諸手段は必ずしも技術学

的合理性に貫かれていないし,最新最高の技術的

水準がとり入れられているとは限らない。そこに

生産関係が介在している。つまり,労働者のがわ

に過当な労力を強いたり,全能を発揮できないよ

うな条件がつきまとっていたりする。そのような

例の 1つ として “安全"の問題がある。技術教育

における “安全"の問題の重要性は,こ のような

点への認知と意欲・態度を育てる重要な手がか り

である, ということにかかわっている。

2 教育内容・方法・条件の吟味

上にのべたようなねらい・学力を育てるために

は,どのような教育内容―教材一方法が用意され ,

どのような条件がととのえられなけれ ば な らな

いかが,つぎに検討されるべきことであるが,こ

こで詳論するスペースはない。ただ,実践的検討

のすすめ方についてふれてみよう。

学校教育のなかには現実の生産労働をもちこむ

ことはできないので,科学的認識・それを現実化

する技術,それらを推進する意欲といってもそれ

らは “原型的認識"に とどまらざるをえないし,
“典型的1巴握"に とどまらざるをえない。しかし

何が原型であり典型であるかの検討は,現在の課

程の基盤となっている “重要産業部門における技

術の基礎"な どという考え方を否定し,た とえば

“エネルギとその転換"にかかわる技術 というよ

うなところへの集約の道がひらけてくるかもしれ

ない。

方法に関しては,前述の “子どもの内部発展"

の促進が基盤になろうとし,その前提 と して の

“子どもの疑間とか矛盾とかは"「子どもがこう

だと思いこんでいたこととくいちがうようなこれ

までの観念で処理つかないような事業,考え方に

つき当ったとき,それが子どもの内部につきささ

ってひきおこされる」 (川合)と 考えられるし,

そのような場の設定やそこへの指導などが教師の

任務となるだろう。子どもの思いこみの所在やお

どろき・疑いを確認することなども大事な研究に

なる。子どものうちに生じた矛盾の自意を大事に

し,それを克服する手だすけとして,さ まざまな

自作教具や事実提示・観察などが必要になってく

る。そのようなものについての研究発表と検討は

教師にとっての貴重な共有資産となるだろう。

ある教授学習過程におけるつまづきやあやまり

の確認は大事だし,その確認手段としてしテス ト

の工夫や結果,さ らにより発展的な課題にさいし

ての先行認識のあやまりや不十分さの確認経験な

ども有用である。教育条件改善への要求なども学

習の成果として生み出されるべきものであろう。

たとえば,設備改善への要求とか新しい教具購入

の要求などとして。

(国 学院大学教授)
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製 図 学 習 の 問 題 点

一―矛盾だらけの授業の中でなにを学んだか一一
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は  じ め  に
これまでの授業は,自分の授業をしくみたいというこ

こと,本校では技術科の教師がひとりであるという気楽

さもあって,かなり独自な授業をくんできた。しかし,

それはかなり主観的でもあったろうし,一般化しにくい

面もあったのではないかと考える。ここでは広く行なわ

れていると思われる授業の方式で授業を行ない,その中

でどのような矛盾があるかと見つめようとした。なるべ

く客観的に考えてみようとしたが,そのねらいが果され

たか疑間である。授業のありのままを定例研究会で報告

し,批判を受けたものである。もちろんわれわれはそれ

ぞれ技術科教育のあるべき姿を描いているし,技術科教

師として専門家になりたいという願いを持っていること

はまちがいないのだが,事実や現実と見つめることと,

その授業のなかから教育課程再編のあり方をさぐること

をおそれてはならないのではないかと考える。

1 ねがいは果てしなく
昨年まで19学級で男教師1名 ,あ とは時間講師という

人員構成であり,2年生は男子が 1学級29～30名 ,し たが

って合併授業で行なってきたので58～60名 という状態で

あった。 2年生は実習も多いし,時間講師に準備やあと

かたづけを期待することが無理であったので (時間給の

時間講師にそれ以外の時間の労働は要求できない),いき

おい持ち時間外に自分と時間講師のための準備あとかた

づけがあり,人的条件の不備が大きな阻害要因であった

し,生徒の安全確保のための心労は大きかった。そこで

本年は男教師を2名 と女教師を1名 に陣容をととのえる

ことができた。その結果,数年来の願念であった学級定

員47名以下の授業をくむことが, 2年生だけに限って実

現されることとなった。

4

`その 2年生 6級をふたりで分け,同時に指導する方式

をとることとした。 (た とえばAB男子にふたりの教師

がつく方式)

ここで問題になったことは第 1に「なにを, どれ だ

け,どのように教えるか」で,わたくしにはわたくしの

考え方があるけれども,新しく見えた方にも考え方があ

るわけで, じゅうぶんの意見の一致を見るためには話し

あいの場を再三持つべきである。しかし,授業は意見調

整までまつわけにはいかない。したがって,まず教科書

に準じて,教科書の順に進め, 1週間ごとに打ちあわせ

を行ない,だんだんに授業を組んでいこうということに

なった。いわばたり、なが々行

`丼

ミを考え01,似ている

(時間の長短や,出発点の差異はあるとして も,すべ

ての教師はそうした面をもっているのだが),しかしそれ

にしても,こ れまで,研究会ですすめてきた地点からの

出発ではなくて,ふ りだしから出なおすような気がして

ひっかかるところがあった。これまでの到達点のたしか

らしさや,あいまいさをすなおに見つめる機会になった

ことは認めなければならない。

第 2には,教室の問題がでてきた。本校は技術室が 1

つであるために, 1週間交替に技術室を使うこととなっ

たc製図板を4階まで運びあげるための時間的ロスはバ

カにできないものがある。また,機械部品等も運搬しや

すいものだけになり勝ちである。これまた授業の質に差

異が生じる。

60人の生徒にひとりの教師が教えるという悪条件が改

められたことは,それ自体大きな前進である。しかしこ

れだけでは続いていろいろな矛盾にぶつかるこ ととな

る。

ここで学んだことは,同教科の教師は毎日毎時の授業

について,共通の理解をもたなければならないし,学校

の教職員がたがいに自由に話しあい,共通理解と各自の

治日召田村



独倉1性の尊重を堅持する必要があるというきわめて原則

的でむずかしい課題であった。

教育条件の 1つの改善はそれだけでは生きてこない。

そうかといって放置するならば永遠に改善はのぞ めな

い。これまで技術室が 1つで不便であるとは考えていた

が,これほど困るとは想像できなかった。悪い条件下で

ろしいことである。わたくしの学校は近くの学校 に比

し,教育条件がよい方なのだから,他の学校では更に問

題の根は深いのである。

2 技術科の授業における教科書の役割
ふたりの教師のあいだにある共通なものとして,教科

書を考えた。しかし教科書の内容と順序は,教育内容と

教育の順序を示すという根拠はどこにもないのである。

教科書は,学習指導要領と現場の使いやすさ,出版業者

の要求の妥協の産物と考えられるからである。教科書の

拠 りどころになっている学習指導要領は多くの問題をも

っており,現在,改編の作業がすすめられようとしてい

る。われわれがだれのために技術科教育を行なうのかを

考えれば,当然,教室にいきづいている生徒のためなの

である。教科書は, 生徒に技術的な能力を育てるため

に,有効に使われるべきものである。したがって教師の

取捨選択, くみかえが,眼前の生徒を念頭になさるべき

なのだ。

古典的な授業においては,「完全」な教師が「未完」

の生徒に知識を与える One Way Processと してとらえ

られ
|≡董≡塩 巨奎≡|と

して講義が行なわれれ

教科書が出現すると,授業の内容はかわった。

教師という権威と並ぶ教科書という権威があ らわれ

た。これに加えて,現今はラジオ・テレビなどのマスメ

ディアの発達によって権威が多様であり,複数化したと

いわれている。 (注 1)

それに加えて,技術の授業では,言葉や写真では忠実

に表わせない,材料や工具,機械などが重要な意味を持

ってくるのである。

授業を教科書の順を追ってといっても,それはきわめ

て授業の一部を示すにすぎない。教科書も用いて指導す

るということになる。しかし年度はじめに,製図だけを

取 りあげると,それは教科書の比重がずっと大きなもの

となろう。ここに多くの問題を感ずることとなった。

3 授業はどのように進めてきたか (注 2)

①教科書の表紙,さ し絵,見開きなどについて説 明 し

た。旋盤の発達 (技術史の本にでてきたいくつかの話が

挿話として役立った。( )カ ッコ内は気づいたこと,生

徒の反応などを示す)ball bearingの Steel ballに つ

いて火花検査 (材料の材質をじらべる方法に火花検査の

方法があるという程度)材滲|の強さの試験「強さ」とい

う概念について考えさせ,いろいろな試験機があること

に気づかせた程度,理解するところまではいかない)(
生徒は鉄の棒がひきのばされた末に,切れたことにおど

ろく,試験片は実物を見せたD手押しかんな盤 (安全管

理,特に安全彩色などについて)

② 2年で学ぶ設計製図の範囲とねらいについて

③ l機械工業と図面について,写真にのっている。

ボル ト・ナット・ちょうナット・バネ・歯車などにつ

いて質問してみたところ,ばねとか,歯車とかいう答は

でてくるが,ばねでも,引張リコイルバネ,圧縮コイル

バネ,ね じリコイルばねといったところまでの区別はつ

かない。実42」を 1つずつ普通教室へ袋でかつぎこみ見せ

た。図面か生産にとってどんな役割を果すか,その重要

性について説明する (生徒は鋳物や鋳造,機械仕上げ,

手仕上げなどの工作法と関連した質問を多くだした。こ

れらについて説明はいちおうしたが,どの程度理解させ

得たか疑間であるD

④ 図面の種類と製作図  外パスを例にとって,組立

図,部分組立図,部品図の区別とその必要性について説

明し,ついで詳細図にもふれ, トースカンの組立図,部

品図,腰掛の組立図,部品図,部分詳細図,折 りたたみ

腰掛の部品図,組立図,ブ ンチンの製作図などの教科書

にあるすべての例を用いて,製図の種類と役割について

説明した。 (実際の図面と実物を示すことは理解をたす

けたと思う。外パス,ぶんちん,折 りたたみいすを呈示
した)

④ 図面の整理  前述同様教科書のいろいろな図例を

用いて,部品表や標題欄,な どについて説明。 (材質,

仕上げ記号, 4キ リなど加工法についての疑間が出た)

⑤ 仕上面の表し方  仕上記条についての説明,(表
面あらさはどうしてしらべるかという質問がでたD

⑥ 加工法の表示  加工法の表示について質問を受け
ながら授業を進める。 (加工法がわからないため,ピ ン

としない生徒が多かった。質問のなかったのはやはり仕

上だけであり,他は教科書の脚注があってもその説明で

は満足しなかった。技術室へいって,いろいらくふうし

て説明したD(仕上げ程度は加工する機械によってどう

ちがうかという疑間がでた。これについては,各種加工



法によるあらさの範囲の表を資料に説明した。しかし生

徒は機械部品を手でなぜて,こ れはどの程度の仕上げで

すかと質問され,困惑した。実物見本がぜひほしいとこ

ろである。)

⑦断面表示  断面表示の必要性,断面図の種類断面の
表示法 (説明にあたって,フ ランジを手のこで

=切

りと

ったもの,=切 りとったものなど,断面図示の題材に適
した機械部品を用意し,断面を白くペンキで塗って理解
をたすけた。)(生徒の疑間の多かったのは階段断面図,
回転断面図で,断面図示のしないものについて部品への

疑間が多い。部分断面のばあい残った部分のかくれ線の

あつかい。相貫体の穴部の表示など)(注 )
③ 断面表示の実習  学習ノートの方眼紙にフリーハ
ンドで各種の断面図示法をかかせた。

⑨ 機械要素の略画法  略画法の必要なわけ。
⑩ ねじについて  機械要素のねじについて授業する
機械の授業に似た内容となる。機械要素とは,ね じの原
理,小ねじ,ボル ト・ナットの種類,ボル トはどうして

作られるかなど説明 (洗濯器のしぼり機のローラーを 1

本はずし,直線運動と回転運動の合成としてのつるまき

線の説明,紙を三角形に切って,つ るまき角とリードゃ
ピッチの説明など実際にやらせる)各部の名称,ね じ山

の表示,谷の部分の表示など。

⑩ ボル ト・ナットの略画法  ボル ト・ナットの寸法
表示JIS Bl180,1181な どの読み方,ボル ト・ ナ

σ

ットの製図

0フ リーハンドによって,ボル ト・ナットの線の太さを

色鉛筆で意識的にかかせる。

И)つぎに製図用具を用いて能率的に製図をかく練習をさ

せるため,一斉に,「横の中心線をひきなさい」「たて

の中心線をラ|きなさい」「中心線上に,寸法を取りなさ
い」……とすべて命令,号令で能率的に合理的な作業の

しかたの指導を中心とした。 (準備に15分ほどかかった

が,かきはじめがら終るまで23分 ぐらいであったD図参
照,数字は書く順,一は線びきの方向。

|

①―  |

ｌ

② 18

|

| ,

|

④―卑

⑤一 _」_

④一

⑦

―

|  |~|~~~]~~1~T

_ |____|___|三

⑥一  l
⑦主_+

日
ユ
⑫

l⑬
 l■ _
C
―も|ち

④

②

④
④

呼 ビ

171植え込みボル トの製図 ここでは,前段に指導した
機械要素や製図の約束ごとを生かし,与えられた寸法で,

生徒たち自身がどこまでかけるか生徒に考えながらかく

場を与えようとした。

4授 業 の 記 録
植え込みボル ト製図について,自分の授業 を テープ

封
⑫Л

①

ｉ‐
⑩



(数回にわたって)に とり,生徒の書いた図面などにつ

いて,授業の問題点をさぐろうとした。 1回 目の録音で

は,私の質問と説明はよく入ったけれども,生徒の声が

あまり入ってないので,次回からマイクは教室の中央部

におき,生徒の小さな声での質問はなるべく教師が繰り

かえすようにし,疑間を顕在化させようと試みた。

T 準備はできたかな (悪い質問のようである。生徒は
ばくぜんとした質問なので不じゅうぶんなのに満足し

た顔をしているものがいる)。

T 紙は左下にとめたかな,T定規で上の線を合わせ
て。三角定規は……。鉛筆は 3本用意したかな……。

太い線用のと,細い線用のと,中 ぐらいの線用のと…

・… (鉛筆をきちんと用意している生徒が害I合少ない)。

鉛筆も道具だから,いい道具がないといい仕事ができ

ないね。

。コンパス・デイバイダ・ものさし・けしゴム……こ

のようにして準備が終るには10分ほどかかる。ここで,

班の役害『分担,係の責任分担は守られたか間 ヽヽか け る

と,生徒の中でざわめきがおきる。班によっては,製図

板を取りにいくのがおそかったためにおくれたとい う事

例が見られた (生徒の自主的な集団の大切さ痛感)。

T これまで,ボルト・ナットの製図で,線 の使 い分
け,定規や製図用具の能率的な使い方について勉強し

ました。……ここでは植え込みボル トで2つのものを

締結している状態をかいてみよう。

P 2つかくんですか。
T 2つ じゃない,それは 1つだよ。
Pl.で も,こ の図だと2つある。

T2 写真をとるとき,前から見た顔と,横から見た顔を
2枚 とるとわかりいいだろう。この場合も同じだ。そ

れでは左の側の図はなに面かな。右の側の図は顔でい

えば耳の方から見た図だ。わかったかな。

P 大勢,正面図と側面図です。
T 組の入れ方や寸法がかわってきますよね。
P こっちが 4本でこっち3本だ (ナ ットの正面図と側
面図のことを言っているらしい)。

T それでは図の配置を考えて, 中心線をひ き, 寸法
をとってはじめてください。 (2～ 3分経過。ここの

長さはいくつだ。とか,こ れはどうなっているんだと

かいったことをとなり同志でひそひそはじめる。 5分

ぐらいたつとそれがざわめきになってくる。私は,た

だちに,答えないで 5分 ぐらいたつまで待ってみた)。

T さあ質問があったら,
P 穴の深さっていうのはどこまでですか。

T 前に話したろう, ドリルであけた,直径が正しくな
っている部分までだ。ノートを出してみなさい。

Pあ ,あった。教科書にもある。

T この前にぶつうドリルの先は118°だから,略画法と
してかきやすくするので 120° でょぃと説明したろう。

(後ほどテープをきいて,こ の前に教えただろう……

教えたらすべてわかっているような日ぶりは反省させ

られるし,「ふつう, ドリルの」というようなあいま

いな表現も各所にある)。

T そろそろ仕事がすすんで,わからないところも多く
なったと思うので,と なりやグループだけでなく,全

員でわからないところをはっきりさせよう。……

T ボル トの長さ′,両端の有効ねじ部の長さ,取 りつ
けられた台の寸法,… …など。

Pこ の寸法はどのくらいですか。

こことここの長さは,… …など (中略)

(こ うした質問が圧倒的に多い)。

P 先生この表だとH′はM20の場合 16に なっています
けど,さ っき先生はといったんですけど……

T Hノ =16と いうのは, 6角ボル トの実際の寸法で,
ここでは略画法だから,Hノ とdを等しくかく。

(JIS Bl180.1181の実際寸法と,略画法の 1例

としての寸法との混乱がある)。

…中 略…
T ちょっと矛盾したかき方をしている人がいるから注
意しておきます。

今黒板にかいたみ

たいな図をかいた人

がいました。

それから,正面と

側面が同じ図をかい

ている人 もい ま し

スこ。

P 失敗しちゃった。
T どこ ?
P うん―と,こ れだ
とこの線がい るん

だ,(中心線上に実線がでること)。
T この前に正 6角柱をかかせたと思 うんだがノート

見てごらん。特に平面図と正面図・側面図 の関係 を

力a。

P 正面図が 4本で,側面図が 3本だ (たてに入る線の
ことを言っているらしい)。 ……中略

P 先生,こ このところ (ナ ットの面取 り部 を さ し)



30° にかくんですか。

Tそ うだ。
P この前,先生は面を
とったとおっしゃった

けど少し変だと思う。

このボル トだと角のと

ころがたくさんけずれ

ているけど。…… (ボ

ル トの頭を指して)

T 略画法だからそれでいい。いい質問だけど。
…中 略…

P 先生,こ の穴の幅と深さはかきかたがかいてないん
ですがどうするんですか。

T これはさっきもでたし,その前にも一度説明したと
思うけれども。

めねじを切るには,まず穴をあける。これを下穴と

いうんだな。それにタップでねじを切る。そしてそこ

におさえボル トゃ植え込みボルトを入れる。だから,

下穴の深さ>めねじの深さ>ね じこみ部になる。

下穴の径は,ボ ル トの外径×約 0・ 8ぐ らいと考えれ

ばよい。

T 穴の底の部分を分度器で計ってかいた人は手をあげ
て (2名あがる2名ははずかしそうにしている)。 分度

器を使わないでかく方法はないかな。

P 三角定規です。
T どちらの三角定規。
P 直角三角形の方です。
T ???両 方とも直角三角形だけど,………2等辺の方
かな,それとも。
30° と60° の方です。 T わか りましたね。
いけない。45° のを使っちゃった。 (若千名, もう

すでにかき終ってしまった生徒)

T さっき120° とぃぃましたね。だからどの角を使えば
よいかな。0君 (分度器で計ろうとしていた生徒)

0 わかんない。
T さっき,わかったていったろう。

θ

0 どの三角定規かわかっていったんです。
T 中心線に対称になるようにするんだから180°から…
…60° ずっ 2

回とると……・

P 変だ。
o 30° ずっ 2

回とる。

T このように

してか く。

0 なんだ,か
んたんだ。

T 三角定規を
TうL規

工夫して使う必要がある。そうすればたいていの角度

…後略…はまにあう。

5 授 業 を 終 って
授業が終る15分 ぐらい前にスモールテストを行 う。

問 1,「M20① バヵ穴②座グリ③」 の意味を説明しなさ

① 外径20mmの メートル並目ねじ
② ボル トをさしても少し余裕のある穴
③ ボル トゃナットがぴったりなじむように加工する
学年全体の集計はすんでいないが, 1ク ラスの集計で

は, 1は正解が約30%,外径20mmメ ートル ネジで 20

mmと 答えたものが約45%,誤 りが15%, 無答が10%

問 2,「M20タ ップC深さ35② 」の意味説明をしなさい。

呼びM20のボル トとかみあうねじをタップで切った。

①タップ ねじをきる道具   約48%o△
めねじをきる道具   約12%o
ねじを作る道具 9%△

穴をあける道具,他無答約30%×

②深さ35 穴のふかさ35mm 33夕み

めねじの有効ねじ部35mm 15%

lL徒のいい分

EB力
'30°
でとら′したところ

AECを 投影図にしたら教科書 /
の図のようにならないt

めねじの深さ35mm

深さヵヽ35

6 9み

56夕ι

Ｐ
　

Ｐ

問 3, 1辺 20mm高 さ20mmの正六角柱を投影図法でか

いた場合,Bと Cの長さはいくらになるか。自分のか

いたボル ト・ナットの製図から計って答えなさい。

c=40 正解 約91%
B=(34.6)35～34 正解 69%

33.5～ 35.5こ の範囲

16%

f"54, ;i.zt ).fc.fy l-

めねしをty」 る  ホルトをれ:iiム む



図のように一番中心の線が細い線で表わされ,つ ぎの

円が太い線で示される理由をかきなさい。

〔正解〕
め鞍:::li倉キ1級 }で表わすが,おねじと
ねじははめあわされている場合におねじのか

き方でかく, 18%

瑞銅
鞍:::績鮎》れ%%
山と谷がよくわかるように 15%

無答またはその他    約30%

設間のまずさ,すべて記述式にしたので,不完全な

答が日立った。また工作法との関連が理解されていな

いためのまちがいも多い。生徒が言う「わかった」と

いう表現の内容はいろいろな段階があって,それらは

途中までわかっていたり,不完全である場合がきわめ

て多い。教育内容のきめ方,授業の話し方,教師の指

導技術が大きく関係してくる。

6 製図学習の問題点
以上が研究部会での提案と説明の内容であるがこれを

中心に話しあいがもたれ,つ ぎのような点が指摘された。

製図教育の目標は何かということ。

製図教育の目標は表現能力をのばし,技術の言葉とし

ての意味をもたせることではなかろうか。すると,技術

についての理解や経験なしに言葉としての約束ごとだけ

をおしつけることになっては教育とはいえないのではな

いか。ことばは,実体や概念の構成と結びつくものでな

くてはならない。そういう点から考えると,現在の中学

校の技術 0家庭科では」ISに しばられているといった

傾向がありはしないだろうか。

ある学校に「 JIS」 というあだなをつけられた教師

がいたというが, JISに従えば絶対まちがいないとし
てJISばかりおしえこんでも,そこには生き生きした
子どもがいなかったり,JISが 適用されるべき,実際
の技術がなければ意味がない。

仕事をきちんと能率的にすすめる<村田氏が,番号を

つけて線を引かせたような方式>訓練はあって もよい

が,それが中心では本当の製図教育にはならない。機械

製図は,機械や金属加工ときりはなしては考 え られ な

い。だから中学生では,製図といったジャンルは特に設

けなくてもよいのではないか。むしろ加工学習や機械学

習に包括されるのではないかという意見がだされた。

これに対しては主旨はわかるがやはり必要であるとい

う意見も多少はだされた。

それにしてもボル トをきれいに書がせる意義はきわめ

て少なく略画法という考え方を理解させることに重点を

おくべきであるという批判がよせられた。

製図を技術の言葉と考え (る ならば),こ の意義を高く

評価しなければならないという意見が多かった。たとえ

ば,電気における配線図は,線の太さやスケールはそれ

ほど問題でなく,そのシンボルがどのように結びあわさ

れているかが,回路の構成と働きを理解するために重要

である。機械製図でも当然機械や金属加工について図面

を通して学ぶことが義務教育段階のねらいではなかろう

か。 (製図工を作るのではないという意味で)。

金属加工や機械学習の体験→機械要素のスケッチ略画

法→機械や工作法を図面から理解できる

のすすみ方が,生徒の発達にあっているのではなかろ

うか。ボル トを知って,それをどう表わすか,ス ケッチ

させたら,ね じ山をギザギザにかく。これを能率的に表

わすには,略画法があることをわからせる。これらは約

束に従ってかかれている。この約束が」ISである,と
いうことになろう。製図をかくことは,製図をよく理解

してよめるように,すなわち読図能力を高めることにね

らいがあるのではなかろうか。この段階でもう一度,J
ISを 中心としたり,ボル ト・ナットの頭の高さをごと

等しく,円孤は1=グでかくといった慣例を覚えさせる
ような製図については考えなおす必要がある。

ここではおもに, 2年生の製図を中心に検討してきた

が,こ の問題は 1年生についても, 3年生についてもい

えることである。1年生では,物体を表わす能力を中心に

投影図法をきちんと身につけることを中心にすべきであ

ろうし,常に加工学習との結合を忘れてはならないだろ

う。また, 3年生に製図とい うジャンルを設けないとし

ても,も う少し機械や電気について図面をもちいて読図

させてもよいのではなかろうか。

製図は」ISを教えこんだり,本の図を写すことに重

点をおくのでなく,生徒の技術的な体験や概念構成と結

びつ くよう配慮さるべきことが確認された。

(注)1 授業の科学 1 授業とは何か 波多野完治
(注)2 教科書は開隆堂男子用,予習ノートと製図帳
(注 )3 相貫体については 1年生で既習
1-Aは対称形で破線 1-Bは 非対称形で破線

(注 )4。 技術科の創意的実践 p3～23 設計製図の指導
過 程 (小川 茂)
。同上 p30～34 木材加工   (佐 藤禎一)
。同上 p133～ 138 機械学習に結合させた製図

(村田昭治)

(東京都杉並区西宮中学校教諭)



技術の理解と創造力育成を

ね らった製作学習
―-2年生の学習よリーー

/1ヽ 清池

ま え 力` き
木材加工,金属加工などと呼ばれる製作学習 におい

て, どのようなことがらを重点目標とするのがよいであ

ろうか。人によりそのおさえ方や表現のしかたに多少の

差異はあっても,今 日一般的に認められているのはつぎ

のような点である。それを項目的にあげれば,材料,設

計,工具と機械,工程,工作法などである。

これらをどのような観点から,どのように扱 うか。こ

れも, 日々の授業の中で,つねにわれわれが考えなけれ

ばならない重要な問題である。それらの中で,大きな問

題の 1つとして,技術に対する理解と倉1造力の育成の間

題がある。

以下その問題について,わたしの授業実践の動機,基

本的な考え方,具体的実践の概要などについて述べてみ

たい。

1.授 業実践の動機
技術の理解と倉1造力育成を重点目標に入れた授業を40

年度 2年生の製作学習に組み入れてみた。その動機につ

いて,まず最初にふれてみることにする。

技科教育のあり方として主張されているものに,つぎ

の 2つがある。その 1つは,学習の中核に技術学 をす

え,子 どもたちに技術学的知識理解を得させ るととも

に,技術学的思考能力や態度を育てる。もう1つは,技

術科では,技術を教えることを中核とすべきであるとす

る主張である。

技術科教育のあるべき姿としては,技術そのものを学

習させることを主体とし,その中で技術学や技術学的学

習を積極的に組み入れた指導が大切であると考える。

技術を教える,あ るいは,技術を学習させるといって

も,現実の具体的学習として取り上げる場合に,いろい

Iθ

ろな観点がある。

その 1つとして,子 どもたちに技術そのものを積極的

に理解し,追求し,創造してゆくことのできる能力を育

てなければならない点を上げることができる。この点に

ついては従来各方面で主張されながらも,現実の具体的

授業実践の研究としては,ま だ十分深められているとは

いえない。

そこで昨年度, 2年生の木材加工,金属加工の学習を

取り上げるに際して,積極的に上記の観点を取り入れた

授業を試みようとして, “技術の理論と創造力育成をね

らった製作学習
い
を計画してみた。

2.技 術の理解・追求・創造とは何か

技術という言葉は, 日常盛んに使われている。しかし

生徒たちに,「技術って,一体なんだ ?」 とたずね て

も,す ぐ返事はもどってこない。日本の工業技術水準は

高いとか低いとかの表現もされるが,技術とはどういう

ものなのだろうか ? カメラを作る技術,時計を作る技

術,建築技術などと具体的な言葉をいろいろ上げてゆく

と,子 どもたちの間に,つぶやきが高まってくる。その

うちに手が上がりはじめ,「物の作 り方とか,物を作る

方法のことだと思います。」 といった発言が出てくる。

技術に関する学習を扱う教科であるからには,技術と

はどのようなものであるか,技術の基礎的概念形成は子

どもたちにさせておく必要がある。

技術をどのようにとらえるか,技術の定義や技術論に

はいろいろな説がある。わたしは,さ きの子どもたちの

認識にもあてはまる。労働手段体系説の立場をとって,

技術とはどのようなものてあるかを理解させることにし

′こ。

われわれが物質に対して,なんらかの目的行動をなし

とげようとするとき,目的とすることをよりよく達成す
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るために,そのしかた,方法,手段といったことを問題

にする。その目的とすることをなしとげるために問題と

されるしかた,方法,手段といったものが,技術と呼ば

れるものである。目的とすることをよりよく達成するた

めには,そのしかたや方法を工夫研究することが必要で

ある。それを追求することが,技術研究とか技術開発と

呼ばれるものである。技術を進歩発展させるためには ,

つねによりよいしかたや方法を倉I造的に研究することが

要求される。

これらのことについて,子 どもたちに,基礎的理解や

認識をもたせるために,実際にはどのように指導したら

よいか。わたしは,地面に穴を堀るといったようなこと

を事夕1と して取り上げ,その目的を達成するためにどの

ようなしかたや方法があるかを考えさせながら,技術と

は何か,技術を追求し,創造することの意義,技術と人

間の労働や社会とのかかわりなどについて理解を得させ

mmの軟鋼板を使って,時間割立て,あるいは写真立て

として活用できるものを作らせようとしたものである。

図 2は ,折 りたたみいすに使う簡易ボル ト,ナ ット,座

金作りを示したものである。図 3は ,ぬの張り折りたた

みいすである。

るようにしている。

技術について,こ うした基本理解を事前にもたせた上

で,具体的学習に取り組ませ,その中で,いつも技術を

問題にしながら行動できる感覚,能力,態度を育てるよ

うに指導を計画してみた。

つぎにその具体的実践の概要について述べてみること

にする。

3.実 践 の 概 要
(1)取 り上げた題材
題材は,金属加工学習の相方に融合するものを選定す

ることを基本においた。技術的作業要素の可否,子 ども

たちの興味関心の度合,材料費の金額などの点からいろ

いろ検討した結果,図 1,図 2,図 3に示すようなもの

を取り上げることにした。

図 1は ,ブ ックンンド製作用に市販されている厚さ1

2-45° 切́ り込 ミ
/′

|(2)学 習の取り上げ
1 
基本的には,けがく,切断する,折 り曲げるなどの目

的行動に学習が進むごとに,その目的をより良く遂行す

るために,どのような方法,あるいは,手段をとれば,

目的とする作業が,よ り正確にかつ能率的に行うことが

図 1 時間割立ての展開図と出来上り予想図
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できるかを常に追求し,工夫し倉1造 させるようにした。

創造といっても,現実に存在しない,あ るいは考えら

れていない方法を考え出させるような高度のものをねら

っているわけではない。「倉1造 とは,全 く新しいものを

考え出すことでなく,すでに存在する既存の要素の新し

い組み合せを考え出すことである」とヴァン・ファンジ

ェは定義している。またかれは,その手段や方法がすで

に他人によって考え出されているものであっても,それ

を全く知らなかった人が考え出した場合,それもその人

にとって立派な倉1造であると解釈している。

わたしも,こ の定義を解釈にそって生徒の指導に当る

ことにした。特定のすぐれた能力をもった人だけのもの

でなく,少し思考を深めることによって,倉 1造はだれに

でも可能なことであることを理解させ,目的行動あるい

は作業を遂行するための技術的手段や方法を考えさせる

ようにした。

(3)取 り上げたおもな内容
今まで述べてきた観点を,製作学習の中で, どのよう

に扱ってきたか,そのおもなものについて,述べてみる

ことにする。      ′
〔板金のけがき作業〕

図 1に示した時間害」立てや座金,ナ ットの切断線折り

曲げ線などを能率的に,ま た,正確にけがくにはどのよ

うにしたらよいかを考えさせた。最も常識的に生徒たち

が思い浮べるのは,鋼尺とけがき針を使 う方法である。

12

図 3 折 りたたみいす組立図と出来上 り予想図

少し進んだのになると,T定規,さ し金,ス コヤの活用

をここに適用しようとするものが出たり,す じけびきの

考えをここにあてはめようとする考えを出してくるもの

もある。その他いろいろな考えが出てくる。生徒から出

された諸方法について,簡単に比較検討の時間をとる。

その後,教師側からトースカンを使ったけがき方法の

あることを,具体的に現場を示して紹介してやる。その

あとで,図 1の ように各所にけがきを行うにはどのよう

にしたらよいかを考えさせる。いちいち トースカンの寸

法を変えないで,能率的にけがきを行うには,全部で ト

ースカンが何本あったらよいかを考えさせる。図中の寸

法から判断して,針 先 の高 さ,14mm,15.5m m,28
mm,31m m,45m m,59m mに それぞれ合わせたもの

の合計 6本を用意すれば,基本的な部分のけがきが簡単

で能率よく,しかも正確にできることを理解させるよう

にした。図 4はその様子を示したものである。

|§

II:孟 賀

:1ヤ

tOボ
ルト・ナット座金

〔出来上り予想図〕

図4 トースカンを使った板金、のけがき



〔板金の切断〕

金属板を切断するには,どのような方法があるか考え

させ,い くつかの方法や用具について基本理解をえさせ

る。図 1に示すものの場合, どのような用具をどのよう

に使って各部を切断することができるかを予測させる。

実際には,たがね,金切りのこ, ロールヵッタの 3つの

方法で切断させ,それぞれの用具の使用価値,切断のし

くみの相異点や共通点などを追求させるようにした。

〔板金の折り曲げ〕

トタン板のように,折 り台と打ち木では,と ても正確

に折り曲げられるものでないことを実験的に確認 させ

る。万力とハンマを使って行うことが可能であることを

気づかせる。単純な曲げ部分はそれでよいが,ガ ラスの

さし込み部分は, どのようにして折りまげたら良いかを

考えさせる。ペンチや単に万力を使 う方法では,正 しく

きちんと曲げることは不可能である。ガラスみぞの厚み

分の板を使って折り曲げたらうまくゆくだろうと予測で

きるものも出てくる。薄板金加工用の刀刃の厚さが,ち

図 5 ガラス溝の折 り曲げ

各部の折り曲げ順序である。万力にはさんで折り曲げを

するさい,適当にはじめてしまうと,最後に残る部分が

万力に固定することができなくなってしまう。物の製作

と作業手順の問題を認識させるには,たいへん良い要素

をもっている。     金切リノコ

針金で作った寸法ゲー

嚇t,岡メしオ奉6φ

ょうどガラスみぞを作

る目的寸法とうまく合

致するで,それを実際

には使 うことにした。

図 5は ,その様子を示

したものである。

しかし,折 り曲げに

ついては,まだ問題が

残されている。それは

・280-―――

―
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③
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寸法ゲージを使った丸棒切断

〔ボル ト用素材の切断〕

ボルトを作るために,直径6m
mの軟鋼みがき丸棒を, 1人につ

き2本ずつ用意することが必要に

なる。

金切りのこを使い,長い素材か

ら45m mの長さに取らせることに

した。その場合, 1人 1人が毎回

鋼尺などを使い,所定の寸法を測

りながら切断することは,能率が

大変悪い。そこで 1人 1人が,長

さを間違えることもなく,能率的

13図8 折 りたたみいす部品1/1



に切断するにはどうしたらよいかを考えさせた。 1つ正

しい長さのものを用意しておき,それに合わせて切るよ

うにすればよい,と いう考えが出て来た。しかし,正し

い寸法のものを 1本用意しても,素材とサンプルとの端

面を合わせる手数がかかる。その久点を指摘 してや る

と,さ らに改良された案が出されてくる。実際に取り上

げて行った方法を示したものが図 6である。

〔割リピン用針金の切断〕

図 2で示したように,簡易ボルトであるので,頭部に

割 リピンを付けることにした。害Iリ ピンは,直径の針金

で作らせることにした。ここでも,上述のボルトの場合

と同様,能率的にペンチで所定の長さに切断する方法を

考えさせた。実習で実際に取り上げた方法を示したもの

が図7である。

〔折りたたみいす部品図〕

部品各部の寸法関係の理解を得させるために,部品図

については,図 8に示すような方法で学習させることに

した。

図のTは脚材の厚さ,Wは幅をあらわすものである。

その記号を使って,イ ～′ヽ,ホ～りの各基本的寸法関係

を示させるようにした。たとえば,イ =晋 ,チ =Tと い

ったようである。また,二 ,ヌ ,ル についてはどのよう

な寸法数字になるべきか,全体から判断させる方法をと

った。この効果があってか,製作過程で寸法取りのうえ

で,大きなミスをおかすものは出てこなかった。

以上のほか,こ の学習の各過程において,い ろいろ
'と

生徒たちに考え工夫させたものが,い くつかあるが,紹

介はこの程度にとどめておくことにする。

ま  と  め
以上実践の動機や具体的学習の概要について紹介して

みた。しかしこれは,製作学習全体について述べたもの

でなく,あ くまでも,表題に示したような観点を特にど

のように学習の中で取り扱ったかを中心にその一部を紹

介してみたものである。製作学習の中で,技術に対する

理解や認識を深め,技術的問題をいつも創造的に解決あ

るいは,遂行してゆこうとする能力や態度が,少 しでも

高まればと考え学習を計画してみたのである 。

(東京都目黒区立第 8中学校教諭)

メラミン樹脂注入の合板

――熱・湿気に強い一一

われわれの生活のまわりには,合板製品の進出がめざ

ましい。かつては,ベ ニヤ板といえば,弱 くて湿気や熱

にあうと,はがれたりするものとされていた。しかし接

着剤の進歩によって,強度も高くなってきたが,なお,

温度や湿度の変化に敏感で,狂いが生じやすかった。こ

れは,接着剤にふくまれている水分を木材が吸収してい

るためで,乾そう状態になると,水分が逃げるので,狂

いが生じて変形するのである。だから合板になる前の単

板を接着する前に,なんらかの処理をして合板を接着す

れば,合板の狂いや変形を防ぐことができるわけであ

る。その研究が工業技術産業工芸試験所で完成し,近 く

実用化のはこびとなるだろう。

それは,透明で耐候性のいい樹脂―一メラミン樹脂を

木材に注入する方法である。水分の全くなくなった状態

の木材に,重さで20%の メラミン樹脂を注入すると,温

14

度 2213° C,湿度 30～70%の状態では,樹脂注入をしな

い木材にくらべて,そのぼうちょう率は 45～65%と な

る。いいかえると,メ ラミン樹脂注入木材は,未処理木

材の半分程度しか,ぼ うちょうしない。

木材に樹脂を注入すると,樹脂が木の細胞内に浸透し

木材をぼうちょうさせた形にし,これを硬化すれば,空

気の乾そう・湿度に対して形が変らくなるし,木材の比

重も重くなり強度も大きくなる。ラフン材のような軟材

も,樹脂の注入によって強度がでてくる。

樹脂注入の方法には,木材を樹脂に浸しておく方法と

減圧加圧法の2つが考えられる。減圧加圧法というのは

木材を真空状態の中に入れて,い ったん木材の内部を希

薄状態にし,メ ラミン樹脂を流しこみ,加圧して木材の

内部におしこむ方法である。

かつて,戦時中,強化木材としてフェノール樹脂の注

入木材があり,現在もかなり利用されているが,こ の樹

脂は酸化されて赤かっ色になり,木材そのものの色が失

われる欠点をもっている。 (R)



「技術教育誌Jにあらわれた

技術・家庭科教育研究の歩み

雄玉山向

は  じ め  に

産業教育研究連盟の前身である「職業教育研究会」が

結成されたのは昭和22年である。そして,24年 5月 には

機関紙「職業と教育J第 1号が創刊された。その後,29

年 8月 の総会において, 9月 より,団体の名称を「産業

教育研究連盟」と改名し,機関紙も「教育と産業」に改

められた。この機関紙はさらに,34年には「技術教育」

に改題し,国土社より出版されるようになった。そして

本年 7月 で168号になる。そこで,こ こで取り上げた内

容は,昭和33年技術科の構想が出されてから今日までの

間に,雑誌 技́術教育″ ″教育と産業クに発表された論

文や実践をもとに研究の歩みをまとめたものである。

したがって,こ の雑誌以外でも多くの貴重な論文があ

ると思うがこれにはふれなかった。またとりあげた論文

は,一応産教連研究部のものの中で総論的なものを中心

にした。したがって,その他にも会員あるいは会員以外

でも貴重なものがたくさんあるが,今回の中には入れな

かった。これは別の機会にゆずることにする。しかし,

それでも非常に多くの論文や実践が報告されているので

分析や解釈の不充分なことが多くあると思うし,紙数の

関係でその流れだけしか書けなかった。

今年京都で行なわれる連盟の夏期大会は,今までの研

究成果をふまえて,技術科教育の再編をどう行なうかが

おもなテーマとなろうが,そのとき,今までの実践を整

理するうえで,少 しでも役立つところがあれば使ってい

ただきたい。

1.浅 川大会 (昭、33年)から大根大会 (34年)ま
で

現在の技術・家庭科の構想が最初に発表されたのは,

教育課程審議会の中等部会の決定が昭和33年 2月 15日に

発表されたときである。このとき「職業・家庭科」は,

「技術科」とし,選択科目の職業・家庭科は,農・工 0

商・水産・家庭の 5教科に分けることに決定していた。

このとき産教連では,昭和23年度の冬季研究会 (12月η

日28日 )において,いちはやく技術科改訂の方向を察知

し,討論し,研究活動方針案として「普通教育における

技術教育実践態勢の検討」①をあげている。そして3月

号では技術科新設に対する各界の声をとりあげてい る

②。ついで4月号では「技術科の改訂をめぐって」③を

特集し,特にコース別,男女差別教育などを批判してい

る。さらに, 5, 6月 の合併号等では,「技術科設置に

ついての私見技術科」④に対する批判をあげている。

このような批半1の 中において,産教連は, 8月 1日 ,

2日浅川中学校における大会において「中学校技術 0家

庭科についての意見書」⑤を発表,こ の中で次のような

点を指摘している。

1。 「技術・家庭科」は技術科にすべきである

2.男女とも同一の教育内容を学習させることが必要

である。

3.栽培学習は20時間では不充分である。

4.中学校段階で職業関係の選択科目をおくことは妥

当でない

5。 指導要領に基準性をもたせることは承認できない

また,教育諸条件を国家負担において急速に整備す

ること

ここにあげられているように「技術・家庭科は,多 く

の問題を持ちながら発足したが,今まで農業や商業を専

間に勉強してきた教師たちが,ほ とんどの時間を工的分

野で教えなければならず,しかもその指導要領が参考か

ら基準に変わったところに内容そのもののほかに教師自

身の生活に大きな問題をなげかけていた。④したがって
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それ以後しばらくは,いかに工的内容を教えるかで,教

科の中味にまでは手がつかなかった。そのため34年には

大根中学校で夏の大会がもたれたが,そのときのテーマ
:「

技術・家庭科の教育をどう進めるか」一一移行をめぐ

る問題を含めて一―にあるように,当面現場実践をどう

進めてゆくかに問題がしばられ,中味をおさえた実践は

あまりみられなかった。

2.大 根大会 (34年)から中山大会 (35年)まで

新指導要領による現場実践が進むにつれて,指導要領

が含む問題点が具体的にではじめたのはこの頃からであ

ろう。この年の5月 に連盟の機関紙が,「技術教育」と

改題され市販されるようになったことは,連盟の運動を

進める上に大きなプラスになった。しかし,技術科の本

質にかかわるような問題提起はごくわずかであった。⑫

C

昭和35年は日教組編になるみどりの表紙「国民のため

の教育課程が出版された(35, 1,20)年である。この年

8月 9日 ,10日 は市川市中山で大会がもたれたが,こ の

ときは技術科教育の本質にかかわる重要な提案が行なわ

れた。②すなわち,池上正道は「国民のための教育課程
を批判し,技術科を理科,数学の応用とする説,および

主要生産部門より内容を選定することへの疑間を提出し

理論的体系として工学の体系を考えるべきであると主張

した。このとき大阪の楠井健は技術科に技術史をとり入

れることを提案していることは注目に値する。②その後

このみどり表紙に対する論争は,池上正道と佐々木享と

の間で行われたが,みんなのものにはならなかった。

3.中 山大会 (35年)から上諏訪大会 (36年)ま
で

この年は数教協が,水道方式を足がかりとして技術教

育も含めて検討し始め,技術科廃止論が,雑誌「数学教
室」④②や「教育」②に発表され技術科教師にショック

を与えた。これに対して論争したのは池上正道である。氏

は1961年 7月号④で技術科廃止論に反論し,技術科の論
拠を「工学の理論体系」の探索と「直観的認証の重視」

におき,ち りとり,ぶんちんが教育内容自体でないことを

主張した。そして,実践を通じて体得した歴史的認識

を,どのような方向で系統化し,定着化するかが課題で

あることを指摘している。この年の8月 の上諏訪におい

て大会が開かれたが,き めこまかい実践が多くでたわり

に教科の本質論までふれるに至らず,実践より各教材の
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意味づけを考えなおすという程度にとどまり,新しい教

材の探索へと目が向いて行った。④

4。 上諏訪大会 (36年)から武蔵野大会 (37年 )
まで

37年になってから現場の実践を中心とする研究が盛ん

になった。この年の3月号に発表された「技術教育の実

践的研究」④はその始めである。これは金属加工につい

て池上正道のものと向山玉雄のものを対比して論じたも

のであった。向山のものは従来のぶんちん,補強金具な

どの教材と新しい視点に立って実践したもので,金属加
工の意味づけとして,材料,沢1定,工作機械などを重′点
にし,工作機械はぶんちんを作るための機械ではなく,

機械として取り扱うべきであるとした。これに対して池

上の実践は,系統性を①労働手段 ②労働対策 ③ ①
②両方に関するものについて考え,1/2を作ったり分解し

たりするしごとの中に|ま ,いろいろな能力指標があるの

で,特定の能力指標だけを集めてとり出せるような教育

内容は設定できない。技術科で1ま接近した単位時間の授

業過程は必ずしも必要としないので|まないか と提案 し

た。そして,金属だけで作るものを考えないならば,教
材はぶんちんの触こもたくさんあるのではないかと反論

した。

このような身近な実践の検討の中で,同 じ3月号にの

せられた「技術教育の検討一―岡邦雄氏に聞く一一 」①

は連盟の研究にも大きな問題をなげかけた。岡先生がこ

の誌に登場されたのはこれが始めてだと思われるが,岡

氏は,「技術科は技術を教える教科であるといえます」
と規定している。そして原貝」的に小学校,高等学校にも

必要な教科であると発言している。さらに,理科が自然
科学を教える前に自然認識を大切にするのと同じように

技術科では技術を教えることがその基本であることをと

いた。そして,技術は「社会的体系の中での労働手段

(ズボルィキン)と 規定するのがよく,こ の場合の労働

手段は「原則的には物質,物体なんです。自然物なんで

す。具体的にいえば道具,機械,装置ということにな

ります」そして「労働手段ですから当然そこには労働

が,概念的にも実質的にも加わってくる。そして人間は

自然に働きかける労働の中ではじめて自分を形成する。

そして人間とのつながりをそこでつける。つまり社会を

結成するんです」といいつぎのような関係を出された。

聯 爛
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さらにこの時,技術学との関連の質問に対して,「技

術学は,わたしの意味では実はすでに自然科学なのでな

す。そうなると,技術学習の系統化のために自然科学の

体系を支柱としようということになります」と技術学に

対する警告を発し,物を作ることの大切さを強調した。

これを受けた5月号の金属加工のまとめ①では,技術

学を柱とすることへの疑間が提起され,技術教育は元来

総合学習的な形をとるべきであるとまとめ,技術科の全

体の構想を出している。またつづいて6月号では,⑫ 電

気学習を中心に系統化を考え,カ リキユラムでは,理科
は歴史的体系であるが,技術科の方は主要生産部門から

の抽出で,現在の生産ということを念頭においた分けか
たである。科学と技術の関係からみて,原理の学習とそ

の応用というような考え方はまず否定しなければならな

い。そして学習内容を次の 3種に分けて考えた。

(1)手の労働の頭悩による思考が同時に実践されない

と身につかないもの

(2)主 として頭悩による思考実験で概念が把握される

もの

(3)手の労働だけで習慣的に身につくもの

に分け,(3)は文句なしに捨てる。(1)と (2)は相補的なも

のであるが, 1っ の系統を考える。特に技術科では(1)を

中心に据えるべきであると提案した。このようにするこ

とにより従来の理科教育のわくでは乗りこえることので

きなかった高度の概念を理解することができる。この場

合「手の労働」とは,「 目的を持って自分で作ってみる

こと」と一応考えて提案している。

このような一連の実践研究に対して, 7月号で阿部司

が,これに反論を加えている。○そしてこのとき「一般

に教科の教授では,一定量の知識と能力を子どもたちに

獲得させる過程を重視しなければならないが,技術教科

の教授でも例外ではない。技術教科の教授 内容 として

は,可能なかぎり,技術学的法則を中軸にすえて,技能

は技術的法則を認識する手段として位置づける」という

考えを提起した。

7月 , 8月号では,機械学習の問題をあつかい,こ の

時連載していた海外資料「教師のための機械学」から,

機械はエネルギの交換をするものでなければならないこ

と,機構を持っていなければならないこと,の 2つを主

軸に考え,さ らにクラップの「マルクス主義の教育思

想」の中の一般技術学とかみ合わせて,機械学習に対す

る基本的なかまえを作り出していった。①2
このように,こ の年の活動は各分野の実践研究の中か

ら本質的な提案が行なわれ,産教連の研究部が大きく飛

躍した年であった。

このような中で, 8月 5日 , 6日 , 7日 に東京武蔵野

4中で夏の研究大会がもたれた。①そしてこの時の大会

では,技術教育の側面を,全面発達と文化遺産の継承にお

き,技術であつかう技術学は比較技術学でなければなら

ないとした。また各分科会では,本質論とかみ合う形で

内容の検討が行なわれた。特にこの大会を成功させたの

は,創意的な自作教具を持ちこみ研究し合ったことで,

それ以後は連盟の会員が教材教具をリュックにいつばい

つめこんで旅行するさまが数多く見うけられた。特に小

池す清の機構模型は,その後の機械学習に大きな影響を

与えたものと思われる。また,この時佐藤禎一 の提案

は,①固体を構成すること ②加工法 ③取 りはずす必
要のない接合法…など木材加工と金属加工を統一的に考

える方法をすでに内蔵していたものと思われる。また向

山は金属加工で ドライバの製作をとりあげており,こ の

時は教材の検討と新しい教材研究の方向が打ち出された

ことで,画期的な大会であったといえる。

5。 武蔵野大会 (37年)よ り名古屋大会 (38年 )

まで

この年は,武蔵野大会での各分野の実践を深めながら

積み上げが行なわれた。

まず11月 号で池上は,機械要素をそのまま教えるよう

な系統性は系統ではないとして軸つぎ手,歯車, リンク

などについて新しい系統の考え方を提案した。⑩また12

月号では,佐藤は「技術科の教材を工学的なものにすると

いうことは,技術における法則性を確かな概念として認

識させるためには絶対に必要なことですが,さ らにその

認識の過程において,労働が媒介としてはたらかないと

中学校における技術教育としては大変片寄った,発展性
のないものとなる」として工業いつぺんとうに対する考

えに疑間をなげかけている。④

産教連が技術学に対して疑間を持ちだしていたのに対

して,岩手の技術教育を語る会は,「労働を教えること

にこだわるあまり,科学を教えることを忘れる危険があ

るのではないか」という佐々木享の意見をそのまま取り

入れ,教科のうらずけとなる科学を求めてあくまでも技

術学を中軸にすえた実践を展開していった。◎

この頃,産教連では,技術学からせまる行きかたをや
め,技術論の検討を中心にし,技術のもっている社会科

学的,自然科学的分析より技術科の系統性を考えようと

していた。 2月 号では村田昭治は,労働対象としての金

属材料,木材,切削油など,労働手段としての道具,機



械,装置などを系統的に教えなければならないことを提

案し,① 3月号では,池上,向山,佐藤が技術科再編成

の方向を述べている。O④④この中で池上は,指導計画

のじゆうなん性と押しつけの排除を説き,向山は技術そ

のものの持っている性格より出発した再編成の構想を,

佐藤は,感覚の概念化から出発して概念の応用,さ らに

教材化へと作業を進め,その上での具体的な計画案をの

せている。このように,こ の頃の連盟研究部は,各人そ

れぞれ,いろいろなせまり方の中で実践し,特に統一し

た教育計画は出さない方金卜をとっていた。なお この号

に,岩手技術教育を語る会は「金属の構造の技術学的な

せまりかた」を発表し,話題になった。

このような体系化の方向に対して,技術的思考や創造

的思考が流行し始め,技術教育における思考過程の検討

をする必要より,ピ アジェ「知能の心理学」 (みすず書

房)を読み合った。しかしこれは他の分野の検討にさえ

ぎられてあまり深めることはできなかった。このときの

ことを池上は 5月 号でまとめている。Oツ也上はこの文の

最後の方で技術的思考のプロセスを 4つあげている。こ

れはあまり話題にならなかったが,非常に興味深く,思

考の問題を今後あつかう時は,こ こから出発するべきで

あると私は考えている。参考までにあげておこう。

1。 その子どもの発達段階で理解しうる,数学,物理

学の理論の最大公約数十一低次の概念といってもよ

い一―を想定すると,各 自で分類,系列化,等の群

性体が存在する。

2.刺激――反応による行動は,精神の集中をもたら

すから,群性体の均衡が破れる。この場合,既修の

理論が,「意識的に,適用されることもあるだろう

が,こ の, くり返し反応が行なわれると,あいまい

な形で存在していた群性体は欠如部分がはっきりと

浮き出してくる。知 りたいという欲求が蓄積される。

3.作業のくりかえし,あるいは,疑間の点にぶつか

った時は,再構成にストップがかけられ,場合によ

っては手の労働をやめて,頭の中だけで思考操作が

つづけられる。そうした突然に量から質への転化が

おこる。欠如部分がつけ加えられ,群性体は,さ ら

に高次なものに転化する。この瞬間的な感動などが

再構成を円滑に行なうことになる。

4.技術学は,数学,物理学の理論に,さ らに技術教
育により高められた概念により学習すべきであるが

この過程を助けるために技術学の知識が加えられな

ければならない。

この頃の各論的なものでは「栽培学習のゆくえ」が注

Iθ

目すべき内容をもっていた。

このような中で名古屋大会が行なわれるが,これは全

県あげての大会となり大規模なものとなったため,深ま

りの点ではものたりなさを感じたが,教材の面で,子 ど

もの認識をうめ,各分野の学習展開に新しい方向を与え

た「中間教材」が出たことが大きな成果であった。①また

この時の大会より,木材加工,金属加工を統合し,「加

工学習」としたことは大きな意味を持っていた。加工学

習にしたことについて7月号では村田は次のように述べ

ている。⑩

① 両者に多くの共通的な側面がある。
② 製作学習における認識の問題を深めるためにつご
うがよい。

③ 材料が 1つ (木材加工は木材が中心)に固定され
ることは,材料を限定し「技術教育の内容と方法に

関する研究」を停滞させるおそれがある。その点を

克服しようとした。

④ この分科会の討論が,設計製図と製作 (手加工 ,
機械加工)金属材料と機械等他分野との関連の可能

性を開き,本教科の全体構想にせまりやすい。

6。 名古屋大会 (38年)から花巻大会 (39年)まで

今までの研究はどちらかというと教材論を出発点とし

たものであったが,その教材を子どもにぶっつけて活動

する授業に焦点を合わせてみようという,授業研究への

移行がみられた年であった。

まず,12月号の加工学習では,名古屋大会で得た機構

模型の意味ずけに始まって,こ れを機械学習にまで発展

させたものであったが,教材をかえることにより,技術

教育のねらいを,われわれの目標に近づける可能性を示

している。また,同 じ12月 号の「技術科の教材を整理し

よう」①は,技術的能力から考えた場合教材はどのように

なるか,以前の能力指標を具体化したものである。佐藤

はこの中で総合的経験と分析的経験に分け,表現能力,

分割能力,加工能力,組立能力などと能力指標を具体的

にあげ,それが物を作る仕事の中でどのように重畳され

ていくかを検討している。これは技術科の教科論を,ど

のような能力を育てるかという側面からせまる場合の有

力な手がかりを得るものとして重要なものであると思わ

れる。

1964年 1月 に出された活動方針案の中では,「単に主

要生産部門に対応した工学を中心に系統化された教材を

こどもの認識の発達段階に応じて配列するという内容で

はなく,技術や自然科学は社会や歴史の発展 (換言すれ



ば生産手段の所有関係)形態と実在的に密着 した関係
にあることをわすれて技術の問題を論ずることはで き

ない」という視点に立って具体的に①全体の組みかえ,

②授業過程の研究 ③認識の追求などをあげている。①
この年の 1月 には,本質論をやらなければならないと

いうことで浦和において合宿研究会が持たれた。このと

きに岡邦雄から提案されたのが 3月号の「技術科再編成

の理論――論理と歴史一―」○であった。これは技術科の

系統化を科学の構成段階,体験―経験一実験一論理一理

論によって組み立てるという仮説を立て,自然科学の歴

史的体系の重要なことを提案したものであった。ここの

論文は技術科教育の 1つの柱を技術史に求めるという形

で受けつがれているが,こ の理論そのものはあまり深ま

らなかった。

このころから研究部は,研究成果をそのつど発表でき
ないようなむずかしい問題にとりくむようになった。し

かも,夏季大会が岩手で行なわれることについて,私た

ちの実践と岩手の技術学を中心とした実践とをどのよう

にかみ合わせるかという問題と,運動論が重なって,実

質的な研究そのものの新しい深まりはおこらなかった。

この中で,私たちの実践と岩手の実践とを対比させて討

論するべきであるという意見と,大会の性格上,全国の

仲間が理解できないまま,技術だ,技術学だと論争する
のは疑間で,それよりも私たちの実践をそのまま出した

方がよいという意見がでて,結局実践をそのまま持ちこ

むという方向に話し合われたと記憶している。また大会

テーマである授業研究とは何かという問題にもとりくん

だが,⑬ ⑩すっきりした結論はでてこなかった。この大

会で佐藤は「製作学習の意義の再発見」◎と題して「製

作学習の意義は,技術の発達や,物質のもつ法則性が労

働なくして考えられないことから,技術教育の方法とし
て欠くことができないこと,労働自体の認識に欠くこと

ができないという2面性を持っ。そして,表現,分割 ,
工作,組立能力などが切 り離された教材の中で養われな
いこと」を提案している。また,こ の時,加工では,教

育内容の連続性と子どもを見つめることの大切さを,機
械では,機構模型を使った科学的な指導を,電気では,
回路と電磁気を柱とし,技術史を系統化に取り入れると

いうような内容が提案された。①

この大会の報告は10月号にまとめられているが,技術

教育をどうとらえるかという′点,教材の位置づけ プロ
ジェクト法を教育方法の 1つ として正しくとらえること

ができなかったこと,技術認識の考え方等での差がみら

れ,解決されないままで残された。⑫

7.花 巻大会 (39年)から愛川大会 (40年)まで
この年は,前年度の積み上げに立って,技術科の教科
を理解するための本質論の解明におもな研究が向けられ

その手始めに今までの考え方の整理が始められた。その

ため,技術教育誌に発表されないものの中にも,「技術

科の災害と安全管理」をめぐって (12月 ), 技術史のみ

かた (1月 ), 技術教育における物理学のおさえ方,技

術教育の方法一一歴史と問題点――,農村はどう変わり
つつあるか (3月 )な どがある。

まず11月 号では加工学習をとりあげている。①この中

で今までの加工学習,技術教育の考え方を整理し,技術

教育の目標を「単なる知識の集積ではなく,技術に対す

る見方,考え方の基礎となる能力を身につけさせること

である。そして,「製作は代表的な生産技術における労

働手段に関連した能力指標を選択し (工学的な法則の学

習もその中の 1つ として考える), それを圧縮された技

術史の中で重畳させて行く。それは常に分析と総合の反

復という過程の上にある」そして
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などのように併列させるとし,こ こに技術史を取 り入れ

て系統化を試みようとする産教連の新しい姿勢が見られ

た。このような研究はそれぞれの分野で同様にしめて進

られた。

3月 号で池上は物理学の問題にふれ,教える内容はや

さしくても,教師のほうは近代物理学の概念をたえず身
につける学習をしなければならない。また,ほんとうに

感動をもって授業をうけとめるには,むずかしいことを

むりにつめこむのではなく,正確な見とおしと,真理探
求の意欲がわくょうにしなければならない。そしてむず

かしいことは,そのむずかしさと,それは肉迫していっ
た人間の真理探究の姿の尊厳さこそ教えるべきであると

し,岩手の実践がはたして正しい物質観を形成してゆく
ための近道であるかどうかへの疑間を提出した。①この

ような本質的な問題を解明しようとした 1っ として5月

号では不充分ながら技術教育とプロジェクト法との問題

をあつかっている。これは産教連が製作学習を重視して

いることが,プ ロジェクト法や,指導要領の学習形態と

同じであると思いこんでいる人々の誤解を少しでも解こ

うとしたものであり,こ れは,プ ロジェクト法の日本の

技術・家庭科での位置づけを検討し,プ ロジェクト法=
製作学習=指導要領というような単純な公式はあやまり
で,あ くまでも教育方法の1つ として考えなければなら



ないことを主張している。そしてプロジェクト法の特徴

として,①具体的で明瞭な目的を持つ ②問題が 1つの

まとまった形になる ③計画が生徒自体が主体となって

作られる ④問題が,具体的資料,実践を通して解決さ

れるとしている。⑬

また佐藤は4月 , 6月 で「技術科でどんな生徒が育っ

たか」①という問題をとりあげ,教育の評価のむずかしさ

をあげているが,「 自然や物質を使用価値にまで高める

国諭 了 等 継 鶉 憲2断 摯 曹f繕 令 鷺
びついているかを理解させる “かなめ

｀
に技術教育がす

えられるべきだ」と結論している。また,向山は 8月 号

で,技術を労働手段の体系と考え,物を作る中で技術の

条件や法貝1を追求することが技術科の教科論としてすっ

きりすると ″技術
クを教えることの必要を概説 してい

る。

このよ
.う

に 1つの本質的なテーマを明らかにするとい

う形で進められた研究会は,こ の8月 に行なわれた大会

テーマ「技術科教育の本質と授業過程」で集約されるこ

とになる。この大会の特徴は,テ ーマの関係から,分科

会を等質にし,分野別に分けなかったことが新しい試み

であった。この大会では具体の中で本質を語ろうという

考え方で進められたが,こ の時西田泰和は「技術の科学

を教えるだけでは生産と労f」Jの問題,技術の持つ価値の

問題,技術的感覚を育てる問題など解決できない。そし

て技術は本来実践の問題であるから,技術が本来もつ性

格は,そのまま技術科の性格とならなければいけない」

と提案している。この大会のまとめは,10月 および12月

号で佐藤がまとめているが,こ の中では本質論,能力,

理科との関連などについて大会の成果を考察し,弁証法

的認識の意義,技術史を学ぶことなどが今後の課題であ

ることを結びにしている。

<取 り上げたおもな論文,実践報告>

「教育と産業」

① 1958年 2月 号「普通教育における技術教育実践態勢

の検討」 (冬季研究会での検討)

②  〃 3〃 「新聞展望技術科をめぐる論調」
③  〃 4 〃「技術科の改訂をめぐって」
④  〃 5,6〃 「技術科設置についての私見」 (清原

道寿)

⑤  〃 8 〃「技術科論議をさぐる」
「技術科関係論文,資料目録」

⑥  〃 9 〃「技術・家庭科と選択教科」 (清原)
⑦  〃 9 〃「中学技術科・家庭科についての意見

"

書」

「技術科改訂案を批判するJ(編集部)

「浅川大会のまとめ」 (編集部)

「研究活動方針33年度統合報告」

「技術,家庭科が生まれるまで」 (日

向熙)

「中学校技術教育の今後の問題(清原)

「技術・家庭科批判の諸問題」 (池上

③  〃 10〃
⑨

⑩ 1959年 2,3月

「技術教育」

① 1959年 5月 号

⑫  ″ 8〃
⑬  〃 10〃

⑭

⑮

正道)

〃 10〃 「全国集会の報告」
〃 11〃 「職業指導と労働観,職業観」 (後藤

⑬

豊治)

⑩ 1960年 1月号「22年度版の職業科の内容」 (清原)

〇  〃 4〃 「新学年度の学習計画」―教材選定一
(清原)

@  〃

④ 1961年

C  〃

10〃 「中学校における農業技術教育はなぜ

必要か」 (福島要一)

「理科からみた農業教育」(真船和夫)

11″ 「中学校技術教育の変遷」 (清原)

11〃 「技術教育内容をどう選 定す るか」

(池上)

12″ 「技術・家庭科はまず廃止 す る こ と

だ」 (教育)(横 地清)
2月号「技術教育の諸問題」 (数学教室)

5″ 「技術教育の再編成」(数学教室)(自
石)

⑮  〃 7〃 「金属機械工作学習の意味づけ」 (池
上)

①  〃 10〃 「夏季大会の報告,上諏訪大会」
②1962年 12,1月 号「技術科移行と免許法の改正」(池上)

④  〃 2 ″ 「新年度の教育計画の構想」 (佐藤禎
― )

④  〃 3,4″「技術教育の実践的研究」 (向山,池
上)

①  〃 3,4″「技術教育の検討」岡邦雄氏に聞く
0  ″ 5〃 「技術教育の実践的研究」金属加工の

まとめ

O  〃 6〃 「技術教育の実践 的研究」―電気学、
習―

①  〃 7 ″「機械学習の系統性」 (研究部)
0   〃   「金属・機械加工学習をどのように考

えどのように実践したか」(阿部司)

C  ″ 8 〃「機械学習の系統」 (研究部)
C  〃 10〃 「武蔵野大会のまとめ」
〇  〃 10〃 「比較技術学とは」 (池上正道)
G  〃 10〃 「技術か技術学か」 (佐藤禎一)
①        「研究活動をどう進めるか」(村田)
⑩  〃 11〃 「機械の学習について」一機械要素の

定義をめぐって一 (池上)

″

〃
　
　
〃

⑩

⑩

④



①  〃 12〃 「技術科の教育における正しい認識と  ⑩   〃 4〃 「中学校技術教育と父母の反応」 (小
発達形態」 (佐藤) 池)

⑫  〃 12〃 「技術教育と家庭科教育の研究 , 実践  ⑦   〃 4 〃 「技術科でどんな生徒が育ったかとい
を前進させるために(1週 (技術教育           う問いにどう答えるか」 (佐藤)

を語る会) ①  〃 5〃 「技術教育におけるプロジェクト法」
⑬ 1963年 2月号「機械の学習について」 1池上 , 村田          (向 山)

氏の提案をめぐって一 (研究部)   ◎  〃 6〃 「技術科でどんな生徒が育ったかとい

⑭  〃 3 〃 「中学校技術教育の教育計画の基礎」           う問いにどう答えるか(2)(佐藤)

'             (池 上) ⑩  ″ 6〃 「技術教育の本質と授 業 過 程」につ

⑮   〃   「技術科教育再編成の基礎理論」 (向            い ~C一 日ごろの実践 と反 省― (村

山) 田)

。     ④   〃   「技術科教育計画の改造」 (佐藤)   〇  〃 7〃 「技術科の本質と授業過程」 (後藤)
①   〃 5 〃 「技術学習と思考学習」―技術主義と          「技術科教育の本質と授業過程」

技術学の谷間を埋めるために一 (池           加工,機械 (研究部小池,村田)
上) ⑫  〃 8 〃 「授業過程と技術科教育の本質」(岡 )

①  〃 7〃 「戦後中学校における技術 教 育 の展  ④  〃 8〃 「 ``技術" を教えることの必要」 (向

_            開」―中産振建議より技術科成立―           山)

(後藤) ④  〃 10〃 「第14次産教連全国大会の成果」 (そ
⑩  ″ 7 ″ 「技術科の教育計画」 (向 山) の 1)

⑩  〃 7 〃「加工学習における思考」 (村田)   ○  〃 12〃 「これからの研究方向をさぐる」
①  〃 8 〃 「戦後中学校における技術教育の展開           一大会の成果と反省一(2)(佐藤)

(2D(後 藤) 参 考 研究大会主題の変遷
⑫   〃   「加工学習における思考」 (村田)    1958年 東京浅川中学校
⑬  〃 10〃 「名古屋大会の報告」佐藤,村田,他       「技術科をめぐる諸問題」
⑦  〃 11〃 「技術教育の基礎問題(2週 (語る会)   1959年 神奈川大根中学校
o  ″ 12〃 「技術科の教材を整理 しよ う」一技       「技術・家庭科の教育をどう進めるかJ(移

術・家庭科の再出発点を求 め て一        行をめぐる問題を含めて)
(研究部) 1960年  千葉県中山法華経寺

⑩ 1964年 1月 号「1964年の研究活動方針案」 「技術・家庭科をどううけとめ,新 しい技術

o  〃 3 〃 「技術科再編の理論」 学習の指導法をどう確立するか」

一論理と歴史― (岡邦雄) 1961年  長野県上諏訪中学校
①  〃 7 〃 「技術科の授業をどう組識するか」        「新しい技術学習の実践的研究」
⑩  〃 8 ″ 「授業研究の意義」 (後藤) 1962年  東京武蔵野 4中

―研究大会の主題によせて一 「中学校技術教育の実践的研究」

⑩  〃 10″ 「製作学習の意義の再発見」 (佐藤)   1963年 名古屋教育会館

_   ◎  〃 10〃 「授業研究はどこまで進んでいるか」       「技術学習教材・方法の吟味」
―花巻大会の報告一 (各分科会) 1964年 岩手県花巻温泉

.     ⑫   〃   「花巻大会の反省と課題」 (向 山)        「授業をどう組識するか」
①  ″ 11〃 「加工学習をどう進めるか」(研究部)  1965年  神奈川県愛川町
⑭ 1965年 1月 号「技術・家庭科教育の現状 と課題」       「技術科教育の本質と授業過程」

。              (後 藤) (東京都葛飾区堀切中学校教諭)

①  〃 2〃 「技術教育における物理学」 (池上)
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…山………岩手 0技術教育を語る会編 山……

「技術科教育」の計画と展開の

なげかけた問題(2)

正上池

5「近代科学の成果を正しく反映している」
ことについての疑問

「技術科教育の計画と展開Jのなかに,展開されている

「技術学の法則を理解させることを重視したJせ まりか

たそのものを少し検討してみたいと思うc順序からいえ

ば,製図学習からのべるべきだが,加工学習から入って

ゆきたい。「考案設計一一製作一一評価という,いわゆ

る作りかた主義による加工学習は無意味 であ り,む し

ろ材料の性質や力学などの学習の方が重要である」「生

産技術の発展は,自然物を人間の生活に有用な価値をも

つものへ作りかえる過程であるが,そのばあい,価値の

低いものから高いものにすることや,人間の労働やエネ

ルギを最少限に減少させるという課題をつねにもってい

るものである。そして,これらの課題にせまるためには

現代科学の成果を正しく積極的にとり入れることと,人

種の発展のための歴史的な課題と正しく対応することを

原則としなければならない」 (p65)と いう視点がうち

出されている。「木材加工」でも,も のを作る授業を排

除する。全部で男子35時間,女子15時間とし,男子なら

木材の性質 6時間,切削作業とその原理17時間などを重

点にしている。

「金属加工Jは,男子36時間,女子20時間で,「ぶんち

ん」や「ブックエンド」を作らせる作業を排して,①

鉄の生産,男子(2), 女子(2), ②金属材料の性質, 男子

lll,女子に),③金属材料の種類,男子(1),女子11),①金

属材料のおもな加工法,男子20,女子ta,⑤組立・調整

・検査,男子(1),女子 (0.5)⑥金属業の機械工・現状
と課題,男子(1),女子 (0.5)と いう内容にしている。く

わしい実践例は,① 手仕上げ ② 金属の組織③ 金
属の弾性と塑性,④ 熱処理 の 4つの単元について,
くわしくかかれている。
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いうもので,こ の過程で,せん断と切削の概念をはっき

りさせ,ノ ギスによる測定も含めるものである。もちろ

んその軟鋼棒の使用目的は示されていない。

「金属の組織」の授業は, 2時間の計画表が示されてい

る。25× 15× 50ていどの鋳鉄片,20x l× 50の鋼板,ジ

ュラルミン片とルーペで「金属の組織」を観察させるの

である。そこから「金属は粒のあつまりである」ことを

確認し,金属原子の結晶構造にせまらせるというもので

ある。

「金属の弾性と塑性」の授業は, トタン板と6番線の針

金,ハ ンマ,ル ーペを使って, トタン板を小さく曲げた

り,大 きく曲げたりして,弾性と塑性のちがいをわから
せ,針金の折れ口をルーペで観察させて「結晶粒」をみ

せる。そして,塑性……もとの形にもどらない……結晶

粒がつぶれた……あつくなった……結晶や原子がずれた

ときのまさつによる熱という関係をわからせる。

「熱処理」の授業は 6φ ×120の硬鋼棒と8φ ×120の 軟鋼

棒, 弓のこ刃, 火ばし, などを使って, 示範実験をす

る。炭素鋼の状態図を教えるものである。

ここで論議の中心となるのは,認識論の問題である。
ここでは原子の結品構造が,非常に重視されていて,そ
のことが,すなわち,「現代科学の成果を正しく積極的
にとりいれた」ことになると割 りきっているように見え

るcこ の記録の中には,原子の実在を論証する内容は全

くない。また,それは,非常にむずかしい問題である。

強いていえば論証しているのではなく「類推」している

のである。金属が原子からできていることを認識すると

は,ど ういうことなのだろうか。少くとも,歴史的に,

それが認識されてきた事象を追ってゆくことが必要にな

道



るだろう。ルーペで鋳鉄の折れ口を観察して,見えた形

象から,金属の結晶構造に持ってゆくとは,たいへんな

飛躍である。ルーペで「見えた」ものと,実際の金属の

結晶格子の大きさのちがいは 1億分の 1以下であって,

いくら何でもこの類推は乱暴ではなかろうか。現在のS

Fマ ンガがはんらんしている中では,物質が原子からで

きていることは,すべての子どもが注入されている知識

である。それどころか,現在の科学では解決されていな

い問題も,何でもないような錯覚を持つに至っている。

証明なしに,つまり,論理的な思考なしに「原子」の概

念を導入しても,決して,客観的真理を反映した教育と

はなりえない。そこで,こ の中心になっている「金属の

組識」について,も う少し堀 りさげてみよう。

6 「 結晶」 とは,どれくらいの大きさのも
のを考えているのか

金属の「実体」をどのようなものであると認識させる

ことが正しいのかということはむずかしい問題である。

もちろん正しい「類推」は許されてよい。それ はのち

になって,よ り高度の自然科学を学習す るなかで,は

じめて解決できることがあることを予想するものであ

る。たとえそのような概念がなくても,そのむずか し

さと,それにせまっていった先駆者の真理探究の姿の尊

厳を教えておかなくてはならない。鋳鉄の折れ口をルー

ペで観察したことから「金属の粒というのは結品のあつ

まりであることを説明する」「水晶や方解石のように単

結晶の形が外観にあらわれるものと,外観にあらわれな

いものとがあることを理解させておく」「結晶のあつま

りである,金属の粒をとくに結晶粒というのだと説明す

る」「結晶粒の写真を提示して大きさや形がみなちがう

ことを理解させておく」「 <板書>金属の粒一一結晶粒

(結晶のあつまり)」 「 トタン板の模様は亜鉛の結晶粒

のつぶれたものであることも話しておく」 (p99)

この箇所は完全に誤っている。それがもっとも中核と

なる場所だけに,ややくわしく説明したい。

金属の「結晶」とはどういうものだろうか ?。 ルーペ

で見えるものは単一組織の小さな組織のあつまりであっ

て,これを「結晶粒」と名づけることはできない。金属

結晶は,金属の原子核が,格子′点に規則正しく並んで振

動しており,それぞれの原子核を,電子がとりまいてい

る。その外殻電子が,特定の原子核にとらわれないで,

飛びまわっていると考える。これが自由電子である。熱

伝導・電気伝導は,これを考えないと説明できない。

金属の塑性を考える場合も,格子′点が位置を交換する

ことであって,「つぶれる」ことではない。原子核のま

わりを電子がまわっている図をかく場合でも,こ れが,

「原子模型」であることをはっきりさせておかねばなら

ない。電子を,ぶつうの粒子と同じように考えてはまず
いからである。

溶融状態にある金属は格子がくずれて,い くつかの原

子のルーズなつながりになる。これが,かたまるときに

きまった温度で結晶格子が形成されて,ある一定の傾向

(A原子の隣にB原子がくるとか,A原子がくるとか)
によって,急速にひろがってゆく。全体の規則性があら

われはじめると,急速に全体が完成する。団体になって

からも,結晶格子が面心立方格子から体心立方格子へと

かわることがあり,こ の変化する温度が変態点となる。

このことを念頭において考えてみよう。

原子の概念の導入がむずかしいわけは,原子に作用し

ている運動の法則が微視的なものであって,私たちが日

常体験している巨視的な現象と異っていることである。

たんに原子から構成されているということを類推させる

のは,まだそれほど見当ちがいにはならない。しかし,

原子の構造となると,直接的に検証できないばかりか,

運動法則のちがいという大きな壁にぶつかる。むしろ直

観的には導きにくいことなのである。電子という「粒」

が原子核のまわりを「回転して」いる。そうすると,そ

の間の空間は何もないことになる。それが空間であるの

に,なぜ通りぬけられないのかという疑間がまず出てく

る。むしろ固体は原子が,び っしりつまっていて,液体

はこれがルーズにつながっていて,気体は,自 由に動き

まわるといったほうがわかりやすい。 p103の「金属の

組織」の第 2時の授業計画は塩化ナ トリウム (食塩)の

分子の結合 (イ オン結合である)か ら金属結合を類推さ

せようとする。子どもは「分子がわかった」とか「結晶

がわかった」とか反応している。本質的な疑間は出され

ていない。これは, じつは,「わかった」と反応してい

るだけで積極的な疑間のでていないことである。子ども

|ま「わかった」としか言えないのである。イオン結合を

中学生に教えるのは程度が高すぎるとかいうことを言っ

ているのではない。高度の内容であっても,経験や観察

から,あ るいは日常の生活経験から,納得できる性質の

ものであれば,わからせる努力をすることはたいせつな

ことであると思う。固体の問題として,原子間の結合を

出すまえに,自 由電子論からのアプローチのほうが,や

はり重要なことではないのか。これからいくならば,熱

処理のところが関係してくる。また「原子は熱や力を加

えると結びつく力が弱くなるが,常温ではかたい強い力

"



で結びついていることを説明する」と,かんたんに流し

ているところが,お さえなければならない重要なことで

はないだろうか。ところが,こ の本の「熱処理」のとこ

ろでは,原子の問題まで及んでいないのである。もし,

工学を「技術学」というならば,「金属の組織」は物理

学を,熱処理のところは「技術学」を教えているといえ

るかも知れない。子どもの理解できる状態をもっと堀 り

下げなくてはならないが,金属というもののとらえかた

をもう少し一貫させてほしいと思 う。合金が純金属より

かたくなるのはなぜか,カロエ硬化のおこるのはなぜか ;

時効硬化のおこるのはなぜか―一 これをおさえることが

問題解決のカガになる。

7 物理学を教えているのか「技術学」を教
えているのか,その問題点

塑性加工で変形するのは,結晶格子が横すべ りするこ

とである。もし,格子のなかにある欠陥があると,こ れ

を中心にして,原子の結合力の方向と相手が,つ ぎつぎ

とかわってゆ く。これを転位 (デ ィスロケーションーー

教育学で使 う転移とは関係ない)と いう。変形すること

は転位が移動す る こ とである。純金属|ま転位が動 くこ

とは容易だが,合金になると,格子点による原子がちが

ってくるので,転位が動きにくい。合金が一般に純金属

よりかたいこと,ま た,炭素鋼が,少量の炭素によって

性質をかえることは,こ れから説明できる.ハ ンマで金

属を打った り,曲げた りすると,転位の密度が増し,そ

の通過は困難になる。これが加工硬化である。合金を急

冷すると,各原子が格子点に散らばったまま冷えるが ,

わずか温度をあげて長時間放置すると,特定の原子だけ

が,次第にあつまってきて,格子点グループが作られ ,
これが転位の移動をさまたげ,硬度をます。これが時効

硬化とよばれる。

鋼鉄の熱処理にしても,再結晶のおこなわれる変態点

の意味と, p133の 図「熱処理による組織の変化」の意

味を,「なぜかたくなるか」という点でおさえる必要が

あると思 う。鋼鉄の状態から「共晶体」「固溶体」とい

うことばを導入して「熱処理は共品体の組織を固溶体の

組織にかえてかためることだということを説明する」と

あるが,必ずしも「共晶体」「固溶体」ということばを

使わなくてもよいと思 う。要は「なぜ,かた くな るの

か」という疑間に,少 しでも答えられなければならない

ということである。

ここで,「技術学を教える」という方向を重視して ,

「 ものを作る」ことを極端に忌避したことと関連しての
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べてみたい。「熱処理」をのぞいて,こ こにのべられた

3つの実践は,物質の構造そのものを明らかにしようと

したもので,「物理学」を教えようとしていることであ

る。熱処理だけが「技術学」になるのだろうが,こ れも

私は,や ったら「物理学」のようにしたはうが,|ま るか

にわかりやすいと思う。こういうのは,「技術学を教え

るより物理学を教えよ」と主張するのではない。この点

で,無意味な「つめこみ」をのぞいて,整理していけば

事象を検証できることがらで,ぜひ教えなければならな

いことは,も っと整理できるだろう。「 ものを作る」こ

とが,それだけに終始していることの批半1と して,否定

されてきたのだったが,否定することに急で,「 ものを

作る」ことの肯定すべき面まで洗い流してしまった結果

ではないか。目的をもって「 もの」を作ることが,物理

学的な基礎を深くつっこむこと一一題材の選定に,十分
に,その内容が,砂に水がしみ通るように,子 どもの疑

間に答えられる必然性のあるものを選ぶ必要はあるが一

―を不可能にするとか,ま ったく対立するものではない

と思う。「教授」ということばは,む りやりに押しつけ

ることではないはずである。その原因は,やはり,不消

化のまま計画に組みこんだこともあるが,「技術学」を

金科玉条にした,セ クト性もあったのではないか。

「金属加工」以外の検討はつぎにまわしたいが,こ の稿

で提起した問題について,十分な討論がなされることを

期待したいc前々号にも書いたように,こ の本の著者は

合金学の専門家ではなく,いろいろの悪条件の中で実践

している現場教師である。だから,こ の本を完成された

努力については十分に敬意を表している。それだからこ

そ,こ のような問題をあえて提出したい。「技術教育を

語る会」のみなさんが,こ の段階を克服して,さ らに前

進されるであろうことを確保するがゆえに,遠慮なく意

見をいわせてもらった。

8 むずかしいものはむずかしいと知ること

原子核や電子は,私たちの経験するニュートンカ学で

説明される運動法則で支配されているのではない。量子

力学で説明される運動法則にしたがっている。これらの

専門家によって書かれた,一般教養書として書かれた本

(た とえば朝永振一郎「量子力学的世界像」ジョージ・

EOカ モフ「現代物理学の世界J「原子探検のトムキン
ス」など)が出ていて,素人にも,その一端をのぞくこ

とはできるが,だからといって, これを中学生の教育内

容にすることは,よ ほど慎重にしなければならない。教



師が自分で身につけた技術を教えることとちがって,確

信をもって教えにくいという困難性がある。下手をする

と,と んでもない誤った概念をあたえることになる。こ

のことについては1965年 3月 号の「技術教育」誌に出し

た (今回のこの文章にも,その論文と同じ表現を使わせ

てもらったところがある)。  そのとき,批判の対象にし
たのは,岩手・技術教育を語る会の「金属の構造の技術

学的せまりかたJ(「技術教育J誌1963年 3月 号)と い

う論文である。例の鋳鉄の折れ口をルーペで観察するこ

とがかかれていて,生徒に出した問題が出ている。

(1)ザ ラザラした粒のことを (結晶粒)と いいます。

(2)こ の粒と粒は (強 く)結びついています。

13)こ の結びつきの働きは原子の中の (電子)に関係

があります。

この(3)の誤りについてはくりかえすまでもない。原子

の大きさを8ケ タくらいとりちがえた結果である。「技

術科教育の方法と展開」では,こ の記述|まなくなってい

るが,「結晶粒」とは,どのくらいの大きさのものか,

はっきりしないままに書きすすめられている。

私たちが,こ のような内容について学習するためには

こうした学問体系が,どのようにして建設されたのか ,

どのような奥行を持ったものなのか, どのような方法論

が使われているかを,は っきり知っていなければならな

い。参考までに,極微の世界を扱 う方法はつぎのように

されている。

(1)は じめに物質の模型 (モ デル)を考える。原子核

が振動の状態にあるとか,ワ |き合う力を仮定すると

いったことも含まれる。

(2)こ れに量子力学を適用して固有状態を出す。

(3)こ の固有状態に統計力学を適用して,巨視的な量

の関係をみちびき出す。

に)こ れが実験でたしかめられる一一たとえば特定の

定数と一致すればよい。

この仕事は,も ちろん科学者の仕事であろう。遠い将

来において,中等教育の段階でもこうした概念の導入が

おこなわれるかも知れないが,現実的な問題としては,

類推で理解させているわけである。類推がいけないので

はない。真理にたいする安易な態度を育てることが問題

なのである。

(東京都板橋区第 2中学校教諭)

才☆′獅突日課表

塗装する木材の目どめの しかた

塗装前に目どめするのは,木材の導管を充てんして,

塗装面を平滑にすることと,ワ ニスが木材に吸収される

のを防ぐのが目的であり,仕上げ面のよしあしは, 日ど

めの良否による。木材のうち,ひのきなどには, 日どめ

を必要としないが,他の木材では,塗装前に目どめをお

こなうべきである。

日どめの方法には,油性目どめと水性目どめ と力`あ

り,水性目どめは安価で乾そうも早いが,き じをいため

やすい欠点がある。油性目どめは乾そうは遅いが耐久力

にすぐれ,フ ニスの吸収もない。

日どめ剤には,と のこ・ごふん・シリカ・生石こうな

どがあるが,シ リカ・生石こうの方が淡色に仕上がる。

また,白 く仕上げるには,亜鉛華・鉛白を加える。

目どめのふきとりは,その時期がたいせつである。目

だめ剤は,かたい毛のはけ。木べら。金べらなどでよく

しごいて木穴に圧入しながら塗りつけ,余分の目どめ剤

はしごき取る。このあと,し ばらく放置しておいて,生

かわきで,まだねばりが残っている間に,糸 くずや目の

あらい布片で,も くめに直角にすりこみ,さ らにやわら

かい布片などで,も くめに並行にふきあげる。水性目ど

めが乾そうしすぎたときは,ス チールウールなどで軽く

こすり取る。あまり強くこすると,その部分だけまたら

になる。なお屋外塗りには,ふつう目どめをしない。

自転車の生産量一―世界第 2位

わが国の自転車の生産台数は,39年に 321.2万台,40

年に306.1万 台であり,ア メリカの 400万台 (39年)に

ついで世界第 2位である。世界の自転車生産国は,ア メ
'

リカ, 日本のほかに,イ ギリス,西 ドイツであるが,か

つて 400万台の生産をあげて,世界のトップであったイ

ギリスは,現在 200万台を割り,西 ドイツは万年横ばい

の 150万台である。

わが国の自転車輸出先は,かつては東南アジアであり

30年ごろは輸出量の85%を しめて ヽヽたが,これらの国

(イ ンド,台湾など)が国産化をはじめ,ま た東南アジ

アの外貨事情の悪化・政情不安などが原因となって,40

年には輸出量の32%におち,輸出先のトップは,ア メリ

カであり,全輸量の42%を占めている。 (A)
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機械の授業をどのように組んだか

―-2年 男子 自転車を題材として一―

ま え が き

私は昭和28年に農学部農学科を卒業,職業実習の免許

状を得てから11年になります。技術家庭科は無免許運転

ですが,北海道の仲間と共に,職家時代からこの教科の

前進と真の学力向上を求めてきました。機械は私のもっ

とも不得手な分野です。昨40年 9月 ,前任地の余市町東

中学校で第18回北海道技術・家庭科教育研究大会が開か

れ,中学部員全員の 6名で研究授業面を担当したのです

が,機械は引きうけ手がなく,こ の機会に勉強してやれ

とめくら蛇の覚悟で北海道の仲間に検討してもらったの

が次の授業です。

1 教材機械 (自転車の整備)

2教  材  観
(1)現在および将来の人間の生活において機械の占め

る位置は非常に大きい。身近なところにある自転車を

とりあげ,使 う立場,製作する立場に立って,機械一

般についての技術的な認識や能力態度を養う足がかり

としたい。

佗)生徒の機械に対する興味関心は大きいが,そのわ

りに機械のしくみや部品の役割,機械の材料等を技術

的にみたり,総合的に理解する能力は育っていない。

機械のしくみ,はたらき,機械要素,分解 の一般原

則,機械材料,工具の用法等を自転車の各部の観察,

分解・組立て,実験等の実践的活動の中か ら学習 さ

せ,技術 。家庭科の他の項目,設計製図,金属加工等

との関連をはかるとともに,理科で学習する力,ま さ

つ等の諸概念を深めて,科学的諸原理が生産に応用さ

れていることを理解させたい。

(鋤  3年では主として原動機について学ぶので,こ の

%

弘侃谷生
ユ

'1'―・1'

教材では作業機としての特性に留意させ,他 の機械
(ミ シン・木工機械など)と 対比させながら学習させ

たい。また安全指導もこの教材に則したものを指導し

た い 。

3 目    標
(1)知 識 理 解

① 機械を構成している機械要素の種類,用途。組合
わせによってできる各種運動機構 ② 機械に用い
られる材料の種類と性質用途 ③ 整備に要する工
具や用具の名称用途 ④ 整備の手順や調整箇所
⑤洗剤 潤滑油のえらび方と給油。
(2)技   能
① 工具の使用法 ② 故障の′点検 ③ 分解組立て
調整 ④ 洗浄給油 ⑤ 部品手入れ検査・交換
(3)態   度
① 作業を合理的にすすめ,精密・確実に実践する態
度,② 安全に仕事をすすめる態度 ③ 協同して

仕事をすすめる態度 ④ 技術を実生活に活用する
態度。

4準   備

(1)自 転車 9台 , ミシン 1台,掛図,分解工具 8組 ,

ノギス,鋼尺各 8 マイクロメータ4 グリース,

軽油スピンドル油若千,洗皿,ワ イヤブラシ,鋼球

各種,ハブナ ツト, クランクピン,油布

(2)学習班 8班編成 (全人員数 2年 A・ B組50名 )

時 間 配 当  21時間…略

指 導 過 程……注 学習活動,指導の要点の項
略



1時

機械の特性

自転車の主な部分,動力伝動
のしくみ

おもな用具,安全の心得,分
解組立上の注意事項

前輪部のしくみとはたらき
ハンガ部のしくみとはたらき

ペダル部のしくみとはたらき

後輪部のしくみとはたらき
ハンドル部のしくみとはたら

点 検 と

機 械

伝 動

機 械

整 理 と

調 整

要 素

装 置

材 料

反 省

2

1

1

1

き

全体的な点検調整 (車輪,チ
ェーン,ハ ンドル)

機械要素の種類と用途

伝動装置の種類とはたらき

工具の整備,学習の反省

7 本 時 の オ旨導  主要部の分解 ハンガ部 6/21

(1)日   標 ハンガ部を分解し,その構造と機能
を理解する。

9)指導過程

留 意 点 資料準備 評

導    入
機械のしくみ

準    備

主要部のしく

みとはたらき

0.5

1.5

1.0

10

段 階
| 
ま旨導内容

本時 目標

ハンガ部

のしくみ

ハンガ部

の分解法

整 理
(15分 )

ハンガ部

のはたら

き。

前輪部の復習

説明をきく (本時

目標)

説明を聞き分解箇

所を観察する。

分解順序をたしか

め工具測定具を点

検する。

分 解 す る

洗 浄 す る

クランク車由を測定

し学習カードに記

入する。
ハンガ部のはたら

きについてまとめ

る。

教 師 の 活 動

前時学習事項につき質

問。本時概要説明

ハンガ部のしくみ説明,

分解順序の見通しをさ

せる。

分解順序を考 え させ

る。

工具の使い方指示

安全について指示

巡 視 助 言

読みの正しさをたしか

める。

質問話し合いをさせな

がらまとめさせる。

1・ ハブ軸とクランク

軸のちがいは

2.ま さつを必要とす
る部分と不要な部分

は ?

3.精 度を要する部分
は ?

4. クランク軸に加わ

る力とそれに応ずる

材質は?

5。 旧式の軸受けと現

在の軸受け (ハ ンガ

部)を比較させる。

次時を予告する。

左ハンガわ

んのみはず

す。

測定具と工

具の取扱い

クランクピ

ンの抜き方

ポンチの使

い方。

早くできた

班は問題を

考えさせる。

本時学習の目標

と流れをつかん

だか

大体の構造がわ

か っ た か c

正しく分解洗浄

できたか

正しく測定でき

たか

あと仕末がきち

んとできたか。

価

導 入
(5分 )

展 開
(30分 )

学習カー

ド

掛   図
自 転 車

工具 8組

鋼尺, ノ

ギス各 8

マイクロ

メータ 1

説明図 ,

旧式のハ

ンガ軸受

解

浄

定

分

洗

測

生 徒 の 活 動

後 仕 末 用具の整頓と清掃

27



8資
ンガ部

料 学習カード 2技男,自転車ハ

封 贋序 1工具
(2)沢l  定
① 鋼球 (図省略)
② クランク軸 (図省
略)

(鋤

(4

①

②

③

ハンガ部断面図,(宿題用)

(図省略)

問   題
クランク軸とハブ軸の異っている点をあげよ。

ハンガ部でまさつを必要とするところはくこか。

まさつをできるだけへらしたいところはどこか。

ハンガ部で精密に仕上げなければならない部分は

どこか

④ クランク軸にはどんな力が加わるだろうかそれに

たえる材料の性質としてどんな条件があげ られ る

か 。

⑤ 君たちがクランク軸を作るとしたらどんな機械で
どんな順序で作るか。

9 実態と意見と反省

(1)以前は分解工具も1組しかなく,生徒の家庭から

用具を集めて,50人に 4台の古自転車でやっていた

のですから御想像にまかせます。今回は工具, ノギ

ス,自転車ととにかく8組そろえてもらったので研

究会様々でした。

(2)機械学習の題材としての自転車はあまり評判がよ

くなかったのですが,雑品屋さんから1台 300円 で

仕入れてきたものをバラバラにし, クランクピンも

全部とりかえて分解用にしたもので, どれだけ機械

学習に迫れるか……が間′題でした。しかし狂ってい

れば逆に整備されたものとの対比がはっきりします

し,何よりも自由にいじらせてゆけることで気楽で

した。

(3)木材加工や金属加工に比べますと,機械の場合,

生徒は何か買ってきたもの,他人のものという感じ

で対象をみる傾向があるようです。機械も人間が作

り出したもの,た くさんの働く人の手にかかってき

たという実感は少ないように思います。教材観の中

で述べたように,作る立場に立って機械をみて,さ

わり,考えてもらいたいと思いました。そういう学

習は逆に使う立場に立った場合の眼力を育てるのに

即

役立たないだろうか。             1
特に対象を認識する段階として,手でさわるという

ことは大切なことと思います。回転しているのこの

歯にふれようとした勇敢な生徒もいましたが,でき

るだけ手でふれる時間を多くとりたいものです。

(励 班で仕事をすすめる場合,ど うしても進度の遅速
ができます。遅速の穴うめを,できるだけ有効に学

習にむけることも,技家の授業を組む上で重要。こ

の時間はそれをクランク軸のスケ ツチを完成させる

ことで,測定の練習も含めてふれさせ,さ らに時間

があまったら,学習カードの問題をやることにしま

した。

(6)定性的に考えさせることは割合に容易ですが,精

度の問題をとり上げれば必ず量が入ってきます。量

もスカラーからベクトル,基本単位から誘導単位と

その題材に応じてバラバラに出てくるわけで,技術

・家庭科における量や学位の指導も体系づけるとま

ではいかなくとも,学年ごと,題材ごとにどんな種

類がどれだけ出てくるか整理してみたいものです。

しかし,は っきりいえることは,中学生 1年生でや

っと Cm力 実`惑として考えられる状態です。mmに

なるとあやふや,いわん端 mm,希 mmな どと
いっても,数字として読むだけがせい一杯で,具体

的に技術的な思考の内容としていく力はないと思い

ます。mm以下の長さの概念をかれ等のものにする

ためには,それにふさわしい具体物にふれさせる必

要がめります。 1年生はmmま で,2年生はmm以下

を要求することは単に正確につくる技能ではなく,

かれ等の量の概念を具体的に身につけさせる,あ る

いは発達させるための基礎となると思います。

(7)かねがね私は技術 0家庭科の教育内容に技術史を

導入せよという主張をしてきました。その意味は 2

つあります。 1つは題材を選定する立場からで,技

術史的にみて教育的価値の大であるもの……個体発

生は系統発生をくりかえすことが,あ る程度,教育

ないしは発達過程の中で意味を持つとしたら,かん

なも結構,エ ンジンも結構だと思うのです。いま1つ

は,題材の学習指導の中で,ぜひ技術史的な物のみ

かたを生徒の中に植えこんでいきたい。それ は元

来,技術が持つ固定性という矛盾を解いてくれるか

らです。たとえ1930年製のアメリカ輸入の石油エン

ジンでも,古いといってしまわずに,生かして使う

ことができると思います。最新式のモーターバイク

などは複雑すぎて50人もかかえた教室の中ではどう



しようもない現状ですし,明 日はまた新しい型のも

のができるんですから。私はそういう意味で古くか

らやっている自転車屋さんのおじさんから昔のクラ

ンク軸受をもらってきました。なかなか精巧にでき

てぃて,ボ ールベアリングの本格的なもの 力`つ い

て,ハ ンガー部にすっぽりはまりこむ形式のもので

す。生徒に現在のと比べたかと問いましたら,今の

ものの方が簡単につくれる。工程が少ない。安くで

きそうだ。昔の方は調節がむずかしそうだとポイン

トをついた答が返ってきました。

過しました。

② まさつを必要とする部分,固定部とまさつを小
さくしなければならない部分,櫂動部で少しとまど

いました。発間のしかたがわるいと指摘 され ま し

た。

③ 精密に仕上げなければならない部分は大ていの

生徒は軸受け部分としました。私の方ではだれか中

心線に対するハンガわんの直角度をあげてくれない

かと期待しましたが,む りでした。調整の時に指導

しました。

(8)自転車で機械の学習をすすめているうちに, 1つ    ④ クランク軸に加わる力と材質の問題はまげねじ

考えさせられたことがあります。それは一般技術教    れ,しかも間けつ的に加わることを見つけ出しまし

育(余市町では職家時代昭和32年以来,義務教育の中    た。
での技術教育を指向する名称として用いた)の内容    ⑤ クランク軸を作るとしたらという問題は,金属

としての一般性,普遍性と題材の特殊性の背反と統    加工に入る以前 (ふつう9月 ではむり)でしたので

一についてであります。自転車が教材として不適当    施盤にふれて楽しみをあとに残しました。

であるといわれた 1つの原因として,工具の特殊性    ⑨ 時間の面からみると整理の段階で余裕があり,

や機械要素の特殊性があります。たとえばBCね じ,    話し合いの時間が思ったより多くもてた と思い ま

軸受け等です。私はこう考えてみました。元来技術    す。
はそれが生れた時点,適用された対象については特   llll 自転車の整備の全過程からみたとき,最初にかか

殊なものではなかったか。石おのを使った時,「は    げた目標がどの程度達成されたかについては,こ こ

た」が考えられた時,木版がつくられたとき……逆    ではぃえません。私自身,評価についてはどのよう
にその特殊性を認識させることによって技術的な物    な方法が科学的なのか,暗中模索だからです。しか

のみかたは育ってこないかと。たとえばどうしてB    し例年と比べて生徒の学習活動は生気に満ちていた
Cね じは径の割合にピツチが小さいのか? カ ツプ    ことははっきり感じます。それが各班ごとの工具や
アンドコーン型軸受が使われた理由は? 一見特殊    自転車の数が多かったためなのか,授業の組み方が
にみえるが,対象に則した原理,法貝1の合目的的な    ょかったのかはわかりません。生徒の感想文の中か

総合がそこにあることを認識させることも一般技術    らいくつかあげてみましょう。
教育の方法としてとり入れるべきでなかろうか。    仁a 生徒の感想文から
(9)沢l定を一部に入れたのはよいのですが, 自転車の  T君  (中位)自転車全体が重い自転車が必ずのって重い
寸法公差のデータがありません。材料についても見     ものでないことがふしぎだった……。
当りません。自転車屋さんはそんなものはわからな  B君  (上位χ岡球を作る機械をみたい。どうしてあの正
いという。とうとう北海道自転車協会を通じて日本     確な球ができるのだろうか……・。
自転車検査協会にお願いしましたらとても親切にデ  c君  (下位)ク ランクのナ ツト (ピ ンの意)をねじ切っ
―夕を送って下さいました。たとえばクランクピン     た。今度は力の入れ方に気をつける……。
穴径9・ 53 許容差主

8・

1 
フレームヘッドパイプG  I君  (中位)後車輪がいちばんむずかしかった。フリー

3445と ぃうぐあいです。ほしい方は御一報下さい。     ホィルがうまく動いた時うれしかった……。
JISを調べるのは大変ですから。本当に有難かっ  o君  (上位)て この原理がたくさん利用されているのに
たです。                         おどろいた。加えた力と推進力とまさつのところ

仁0 ハンガ部のこの授業については,別に記録係もお     がよくわからない………。
かず,観察班も組織せず,研究会出席者思い思いの  U君  (下位)自転車ははじめかんたんだとおもった。だ

観点からみていただく形式でした。導入展開の部は     んだんやってくうちに,部品がすごくいっばいで

わりとスムーズに進んだのですが,整理の段階で      余ったときもあった。ぼくの班はよく力をあわせ

① ハブ軸とクランク軸とのちがい,構造機能は通     てやったとおもう……。以下略

″



お わ り に      '

65年度の余市町の技家グループが問題にしたのは,き

わめて素木卜な要求――技術・家庭科の授業をどのように

すすめていくか――であった。その中ではじめられたこ

とは,まずお互いに授業をみることだった。それから討

議して,再び指導案を書き直した。討議の観′点は,

(1)何を理解させようとしたか一―技術教育の目標に

ふさわしい内容か

け)どのような方法で理解させようとしたか
―一方法として適切か

(3)生徒はどのように理解していったか

―一つまづきや深まり方

(4)どのような思考場面があらわれたか

一一思考の種類,時と場

前述のハンガ部の指導も他クラスや他校の生徒をかり

て試行
.し ,討議をへて変革され, さらにまた変ろうと

する性質のものである。現在私たちの前にある問題は

11)教材解釈と指導過程 (2)時間・内容・程度の関
連 (3)生徒のレデ イネス (4)教具の利用と指

導過程 15)指導過程と思考のあらわれ方 (6)

指導過程と理解の深まり方 (7)学習集団と指導
過程

そしてもっとも欲しいものは,小 さい物さし―一生徒
が何を理解したか, どう変ったかを沢1る ための一―と

大きい物さし―一生徒が理解したもの,身につけたも
のがどんな教育的意味をもつかを測るための一―であ

る。

技術教育とは何か,技術とは何かという理念的なもの

をしっかり持つことは,大きな物さしをつくりあげる大
きな要素となろうし,深い教材研究と今回はなしえなか

った科学的・実証的な授業研究を探究することは,小さ
い物さしをますます精密にするであろう。またそうした

い。

この 2つの物さしが,生き生きとした生徒の学習活動
を支え,生徒の活動なり変化なりが, 2つの物さしの正
しさを試す関係にあるものと思います。

なお余市を含む後志地区の研究会では,いわゆるプロ

ジエクトと,教育内容の中の理論的事項について討議
する機会を持ち,次のような図式は考えられないかと
いうところまできました。現在行われている授業をみ

木 材 加 工 型

ての問題ですから考えていただけば幸甚です。

今春定期移動で現在校に着任いた 1ノ ました。相変らず

技術・家庭科を担当することができましたし,あわてず

あせらず教科研究を続けてまいりたいと考えてお りま

す。

(北海道蛇田郡真狩中学校教諭)

型をヌ電

型械機

θθ



系統性をおさえた屋内配線学習

ま  え き

電気エネルギが人間生活にいかにうまく活用されてい

るか,その合理性をキャッチして,よ り効果的な回路の

構成,ま たはより合理的な電力利用のできる能力の開発

をねがうのが,電気学習であろう。
こう考える時,こ の学習の教材のとらえ方がエネルギ

変換を申心になされるのは至駆当然?|と ,わり 。し
かし,こ の教科 (電気)をすすめるに当っては,理科学

習における電気が基礎になるのは当然ながら技術科にお

iす る電気学習の方が先行することがしばしばではなかろ

うか。こうした現実をふ(ま えて,橋渡し的な もの とし

て,電気の概念把握を前面に出すとともに,こ の電気学

習の深化をはかるためにどうしても計器の取扱い方は,

重要な1つのポイントとなろう。

こう考えて,与えられた45時間内で消化する教材配列
を次のように考えた。 (幾分の不備もあるが)

援業が 1つのまとまった既製の器具を中′らにばく然と

展開されるのでは,電気学習本来の,他に転移できる創
造性とか生産性はもちろんのこと,よ り効果的な電気回

電磁誘導

発電機

交流波形

変電

整流器 安定器

コンデンサ

電気概念の把握 エネルギの変換

―
―

吉,      3
導   球
電   ラ
動    ジ
機   オ

路のくふうとか,よ り合理的な電気利用の能力など,望
みはるかといえよう。そこで教師側の指導意識として,

この中で何をおさえるのか,それは次の題材のどこに発

展して行くのかなど,そのポイントと系統を腹におさめ

て授業にあたることが大切ではなかろうか。

1.指 導 の 系 統

交流概念形成の系統,回路構成の系統,性能的な見方

指導の系統,自動制御的考え方の指導系統を例として示

す。
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性能的な見方

2.屋 内配線の学習展開

教科書に不満をもちながら,自分なりの創意工夫をこ

らしつつ,生徒が将来の新しい時代の進歩する技術に対

処できる,転移性の強い能力養成をねがって,屋内配線

学習に新しい期待をかけて,次のように展開してみた。

(1)交流の発生

①電磁誘導実験 ②フレミング右手の法則発見実験
③発電機 ④交流波形の作図

(2)送電・変電

①送電の回路 ②変電所 (ト ランスの原理) ③高圧
送電について思考

(3)配線器具

①電燈器具・保安器具 e点滅器具・接続器具 ②計器

"

③コード・電線 C定格 認可マーク
(0回路構成

①負荷とスイッチ・電源の接続 ②負荷の直列並列
③ろう電・感電の回路 C配線図のかき方・見方
(5)修理点検

①絶縁テスト0導通テスト・通電テスト ②コードの
処理とりかえ・ ヒューズのとりかえ

(6)電力の使用

①電流沢l定・電力の計算と沢1定 ②料金の計算 ③安
全利用上の注意

3.自 作学習ノー ト

屋内配線の仕組み

(1)磁力線と発電
馬蹄型磁石の上にガラス

板をおき,その上に鉄粉を

まきちらしてみよ。どんな

変化がおきるだろうか。

磁力線の方向C一一〇

約束右図のような磁力線

を切るような方向に導線を

動かすと,Cに どんな変化
がおこるか。

①Oの指針が (    )
てコイルの中に (

)の おきたことがわ

る。

C‐磁力線の切断数が (

)ほど (    )
も多くなる。

③磁力線を上から下へ切る

場合と,下から上へ切る場合
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の向きがでは,(
反対である。

フレミングの右手の法則 図 3

右手を上図のようにすべて直角に開くようにし,

くが (

図 7

)の位置から矢印の方向に回転する時の発電

図 8

電圧を上のグラフに記入してみよう。

コイルわくが 1回転する間にできたこ1の波形を (

)と いう。

西日本は (  )サイクルで, 1秒間に十の山が (
)つで 1秒間に (  )回電気の流れない時が

ある。これを ( 流)と いい,その (電流の   )
と ( )がきそく正しく変化する電気である。

それに対して直流はその (    )と (    )
が,一定である。

(2)送 電と変電

①送電経路

]IE は( )の記号でここでは変電所を

不している。

・電圧をだんだんさげて送電する理由を考 え てみ よ

う。

・なぜはじめから低圧で送電しないのだろうか。

電力=電圧×電流 から考えてみよう。

②変圧器 (ト ランス)

○○

1発電方向
の発見

|

第 1指を (

第 2指を (

as 3ォ旨が (

蒟 k 

―

―

´

1交流波形 |

電流方向図示の

方法

導線が磁力線を

1本切断する時 1

V発電されるもの

として,コ イルわ

)の方向

)の方向におくとき

)の方向を示す
。この法則によって,図 2の コイルを下へさげ る とき

に,コ イルの中に発電する電流方向をしらべ,その方

向を色で記入してみよう。

。下図はN, Sの磁石の間でコイルわくABCDを ,X
Yを基準に回転させる図である。このわくの導線の中

にどのような方向の電流が流れるだろうか。上の法則

でたしかめよう。

・ 図 4と 図 5では電流の方向はどうか。

図 4       図 5図 4

/ /仁 グ

彫
筑

D__空
/

角

“
図 6

球

図 9

||

送電線
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0コ イルにおける電流

の方向と磁石の極性

についてしらべよう。

図のように矢印の方

向に電流を流すと,

Aの側には ()極
ができる。

①③によって見わけ

ると便利である。

・構造

1つの鉄心に 2つ以

上のコイルを巻いた

ものである。

Nはどちらにできる

か磁力線を記入して

みよう。

・原理

a図 11図 12に つ ヽヽて

電池のつ なぎ方が

(  )であるから,
これによってできる

電燈器具

図10

図 11

図12

図13

く
ぎ
（鉄
心
代
用
）

向も変化して ( )の コイルの中を通ること

になる。したがって 2次側のコイルの中に,磁石を

(  )た り ( )したと同じ結果とな

って ,

dこ の時

する 。

2次側のコイルに発電する結果となる。

(    )の 比は ( )の比に比例

e100Vを 500回巻いた 1

いた 2次側に (  )

計算によって求める。

(    ):( )=( ):(

(3)屋内配線と配線図
①ラ1込 日から電球までにはどんな器具がつかってある

か|1原序よくかこう。

②積算電力計のはたらき

③安全器のはたらき

磁力線の (  )も 反対になる。 き

b図の中に極性を記入し,磁力線もかき入れてみよう。
C図 13の ように,交流を 1次側に接続す る と,電 流の   ⑤屋内配線記号
(  )が変化するから, 1次倶1にできる磁力線の方

ヒューズの種類

④電流制限器の

構造とはたら

パ イプペ ンダン
ト

次側に入れるとき,2500回 ま

Vの電圧がおきることを次の

ヒューズの成分

図14

鉄 片

リングライ

支
点

ローゼ ッ ト レセプ タ クル

frryF

ラ|ス、日 積算電力計

点検 日 コンセ ン ト

電熱器 電流制限器

天丼いんペ
い線 床下いんぺい線

次の立体配線図は配電盤の図です。記号配線図に直

せ 。

図15

次の記号配線図を立体化してみよう。そしてRへの

電流回路を赤線で示せ。

34

チェーンペンダ
ン ト けい光燈

⑥記号配線図の能率的なかき方順序を考えよう。

1                       2

)tvZ4 v*

SFヶ ―ブル
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線引き
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⑦屋内配線はどんなときに必要だろうか。

1

3

5

(4)配線器具
①接続器の色  々 ②′点滅器具  ③電燈器具
④定格と型式認可番号

定格の意味を考えよう。

(5)配線工事の種類

②絶縁電線の種類 と記号をまとめよう。

1                    2

3

③ コー ドと絶縁電線の特色を比較してまとめよう。

絶縁電線 コー ド

④許容電流の意味をしらべよう。

コードの許容電流

(7)テスタの導通計
原理図のジャック穴の2つを短絡 (連結)すると (

)に電流がながれ,磁石が,図のCCの ようにでき
る。永久磁石と互いに (   )し 合って指針(左 ,右 )

の方向に回る。電池の  外観図

(    )が 高すぎ
るときは (   )
へふ り切ることになる。

それを防ぐために,次

の装置が考えられてい

る。

①右図において十Ω

穴と×100穴を短絡

する時,どんな回路

を電流が通るか。色

鈴筆で矢を入れてみ

よう。

②可変抵抗器④とは

電池に対して直列か

並 列 か 。

回路図

③可変抵抗器の↑を

イにおく場合と,ロ

におく場合の電流回路は,

う。

①のふれはどちらの場合が多いか。

loΩ調整
|

〔    〕を左右に調節することによって 〔 〕が
ちょうど 〔  〕を示すようにすること (2つのジャク
穴を短絡させながら)。

(8)屋 内配線の点検
故障点検の視点 02本の線がショートしていないか

・途中で切れてはいないだろうか

・接続部が接触不良ではないか

・ろう電してはいないか

①コードの点検

a導通試験とは電気の (    )こ とをしらべる
次図のようにする時,針は (    )を 示せば合
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(6)電 線
①用途別に見たコードの種類をしらべておこう。

十Ω

名 称
みこ

グ

・
し

ラ

さ

プ すτ(1案
全
1負ィ了阜

定 格
|

工 事 の種 類

パ イ プ エ 事
|

ケーブルエ事
|

途 1電熱器具用

た
庫
洗
蔵
機

気
冷
風

電

・
ん

レ

ン

テ

タ
●　
ス

オ

気

ど

ジ
電
な

ラ

ビ

ド



前図においてコンセントに 600Wヒ ータをさし,レ セ

プクタルに60W電球ローゼットに 100W電球を使う時,

安全器の中を何アンペア流れるでろうか。

アンペ ア

格です。

b絶縁試験とは

上図にならって絶縁試験を図解しよう

Cコ ードと器具の接続

コード末端の処理をする理由を考えよう。

Sむすびの図解 (テ ープによる方法もある)。

さしこみプラグとコードの取 りつけ

を図解する

②屋内配線の普通試験と絶縁試験

aコ ンセント回路の導通試験の仕方

レセプタクル

t
6p_€z

タ

フ
゜

フ

イ

チ

卜回路の導通試験の仕方

Cレ セプタクル回路の導通試験の仕方

d絶縁試験のしかた  (抵抗計とメガーによる方法)
・2本の線が互いに短絡 (シ ョート)し ていないか。

・アースとの絶縁状態はどうか。

③故障の発見

a家中の電燈がつかないのは,どんな原因だろうか考

えよう。

bl燈だけがつかない時の原因発見はどんな順序でし

たらよヽヽか。

④通電試験

(

てよい

)試験と ( )試験がすめば通電し

電流沢l定……電流計は電源に対して (直列,並列)に

入れなければならない。

θσ

毎日5時間ずつ30日間使う

とになるか。

電力量=(    )X(

電力料金=

(9)電気災害防止

と,何 kWア ワ使用したこ

)× (     )
ワットアワ

lkWH=11円 として

□

ス

①A～ Gの人で感電するのはだれか。その回路を鉛筆

で記入せよ。

②A～ Gの人の中で,ア ースによって感電防止のでき

るのはだれか。

③どの状態をろう電というか。

④火災の原因となるのはどの状態か。どこで火花がで

るか。

⑤人は何アンペア位で死ぬだろうかしらべよう。

電流死  電圧死のちがい

⑨ヒューズの役目

aO.5m m鉄線25c mの 通電実験

bヒ ューズ代用に鉄線・銅線を使用すると,ど んな現

象がおこるか予想を立てよ。

鉄線         銅線

cヒ ューズの取 りつけ方図解

(10)反 省
①この学習で面白かったのはどんなことか。

②もっと深く知りたい内容はどれか。

③むずかしかった内容はどれか。

④大変よく理解できた内容はどれか。

⑤全体の感じとして次のどれにあてはまるか

面白い むずかしい こわい 参考になる

ロ
ー
ゼ
ッ
ト

安
全
器

⑨その他 (愛知県碧南市新川中学校教諭),

コ

）ン

キ
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ン
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電 気 分 野 の 指 導

一―ラジオ受信機のしくみと製作――

松  田  昭  八

1 電気学習の系統
くふう」と題して,①指導内容の検討と構成 ②効果的
な教材の与えかた ③指導過程の考察について研究 し

1963年に「電気分野の学習を効果的にすすめる指導の  た。1964年度は, この試案にもとづいて,次の点につい

電 気 学 習 の 系統 図

〔学習内容〕 〔題 材〕    〔基礎的事項〕
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て研究をすすめた。

(1)電気分野における基礎的技術をどのよ うに精選

し,指導過程を,ど う構成するか。

(2)基礎的技術の習得が,指導過程のどこでFEt害され

ているかを ①指導計画 ②学習面から明らかにし
て,指導過程の再構成をはかり, より適切な指導法

を探求する。

こうした研究のねらいに即して,電気分野の学習につ

いて,精選された基礎的技術を学習内容におりこんだ,

前ページの表のような系統図を考えてみた。

2 「 ラジオ受信機の しくみと製作」の実践

1時間の学習指導案を立てる場合,つぎのような類型

仮設が考えられる。① 教師の指導案そのものの研究,
② 学習活動や思考過程についての立案,③ 生徒間の

相互作用 (集団過程)についての立案,④ 教師の発言
についての立案などである。しかし,学習指導案を書く

前に,生徒の実態 (①学習内容に関するもの,②学習意

欲に関するもの)を把握していかなければならないこと

は,い うまでもない。

ここでは,主として教師の指導案そのものの研究に重

点をおいた。しかし他の3つの類型ももちろん考えに入

れておいた。

(1)題  材 ラジオ受信機のしくみと製作
(2)指導学年 3年男子 102組 生徒総数 49名
(3)指導目標

① 電気配線図,電気回路要素,電気計器の取扱法な
どの基礎的事項を理解させるとともに,部品の配置

や,配線上の留意事項,回路計による簡単な調整や

修理を身につけさせる。

(4)指導構想

① 理科で 2極管・ 3極管のはたらきと,電子・電波
とラジオの大要について指導するが, これらの知識

を基礎とし,実用品の製作,修理を直接の目的とし

ないで,原理的につかませ,基本的な回路の研究に

よって,近代技術を理解する橋渡しとしたい。

② 題材に, 3球 ラジオを設定したが,これは,受信
機の基本回路としての整流作用,検波作用,増幅作

用を備え,画期的進歩をしつつある電気技術の基礎

的事項を理解させるに良い教材である。

③ 現代的なトランジスタラジオや 5球スーパを選択
しなかったのは,生徒の発達段階から考えて,か りに

高度な作品を完成したとしても,そ こには科学的思

考がなく,機械的な製作におわることが予想される

郎

からである。

15)指導時間配当

① 電  波……………・……………………… 1時間
② 回路のあらまし………………………… 1時間

③ 配線図,真空管の種類とはたらき…… 5時間

④ 回路のしくみとはたらき……………… 4時間
(本時は 4時間目)

⑤ 製作準備………………………………… 1時間

製作…………………………………12時間

点検と調整…………………………12時間

⑨ 故障修理……・………………………………… 2時間
(6)指導における生徒の実態

この題材の指導に入る前に,い ままで学習してきた

電気分野について,感ずるところを無記名で作文を書

かせた。その中の共通性のあるいくつかの事例をあげ

てみると,

A男「電気というものが恐ろしいものであると思って

いたが,電気に対する知識が豊富になるにしたがい,

電気が恐ろしいものだとは思わなくなってきた。しか

しこれから学習するラジオの内容は,今までの電気学

習と異なり,なんだか複雑なようにみうけられる。こ

んなことを考えていると変に不安な気持ちが 出て く

る。」 (原文のまま)

B男「電気学習前,自 分は電気というものには非常に

無関,いであった。毎日使用しているせいか,電気の存

在はスイッチをひねれば電燈がつくなどと,そ こにあ

るからただつかうといったようなものであった。それ

というのも,自 分が多分に科学的なものを含む電気に

対して警戒的な気持ちを持っていたからである。警戒

的な気持ちというのは,電気は科学の 1部で,非常に

複雑な感じがしてむずかしいということである。ラジ

オについても,電気同様,大分平易に考えていた。ラ

ジオは音の聞こえる道具だというぐらいにしか考えて

い なか った。しかし何か,非常に不思議な感じがし

ていた。それで,ず っと以前などは簡単なラジオの説

明を書いた本をみて,本物ラジオと照らし合わせて,

いろいろと考えをめぐらせたものだが,い っこうなに

もわからなかった。

しかし, ラジオを裏側からみてスイッチを入れた り

切った りし,ま た同調コンデンサなどを動かして,い

ろいろと音声が変わるのは,非常に複雑,かつ不思議

であった。」 (原文のまま)

C男「屋内配線を学習していても,たいして感ずると

ころがなかった。というより熱心に学習しなかったの



かもしれないが,ま たこの程度の問題なら,ど うにか

とけそうに思えた。それが,誘コ アクタンスとか電

磁誘導とか,学習の内容が高度になってくるとなんだ

か不安になってきた。しかし,ど うにか理解してきた

ようである。ところが,ラ ジオの学習 となる と,普

段,学習しない僕にとっては,ま たまた大きな不安で

あり重荷となった。」

(原文のまま)

以上の例からわかるように,電気学習には ヽヽ る前

は,ほ とんどの生徒が,不安な気持ちでむかえている

ことがよくわかる。そして,低次なプロジェクトから

高次なプロジェクトに移行するにしたがい,ま すます

その不安がつのってきているようである。しかし,逆

にそれは知りたいという関心が出てきているというの

もいなめないのである。このように課題に対して,ま

ず疑間やおどろきなどを感じ,情動が高まり,主体的

分節のねらい

と指 導 内容

に課題に立ち向かい,既有の経験をもとにして考える

このような構えを生徒にうえつけることが必要なので

はあるまいか。

ヴァン・ファンジェは「技術の世界におけ る創造

は,無から有を生みだすことではなく,既存の要素を

新しく組み合わせて生み出すところに特徴があるJと

述べているが,発展的,倉1造的な学力を身につけさせ

るには,まず,生徒の実態をふまえなければならない

のである。そして,教材のもつ論理と,生徒の学習心

理が合致していなければ,し っかりした授業仮説がく

まれないのである。

(7)指導過程

① 主   題  電源回路のしくみと働き
② 本時のねらい 配線図の読図を通して,電源回路

のしくみと働き理解させる。

③ 指導の展開

学

オシロス

コ ー プ

電源回路

部

教師の実験をみる

配線図。

①～④の

波型をあ

らわした

図

1.① アの部分
② Aの部分で切断したと
きのイの部分

③ Bの部分で切断したと
きのウの部分

④ 工の部分

習料資

交流,脈流 ,

直流の波型を

オシロスコー

プでみせ,配
線図のどこの

部分に生 じて

いるかを考え

させる

整流回路の要

素 と働 きにつ

いて理解させ

る

15分

選

オシロスコープでつぎの波型を

みせる

十

0

④
+
0

問1.①～④の波型は配線図のど
の部分か

AC6.3V

⊃

AC100V

問2.② の波型は, どんな回路要
素が, どのように働いて生じ

たのか

。 整流された波型は脈流である
ことを知らせる

波 型 図

オシロス

コープ

電源回路

部

回路要素は 2極真空管

プレー トが正,カ ソー ドが

負の場合は,電流が流れる

が,プ レー ドが負,カ ソー

ドが正の場合流れない

AC5V

イAウ Bエ

10分

十 B



15分

。 ②の波型をもう一度オシロス
コープでみせる

問3.③ ,④の波型は,ど んな回
路要素が,ど のように働いて

生じたのか

直流電圧中に含まれる交流分

(リ ップル)について知らせ

る

③,④の波型をもう一度オシ
ロスコープでみせる

①～④の波型をみて,電源
回路はどんな回路要素があり,

どのようなはたらきをするの

か

波 型 図

オシロス

コープ

電源回路

音6

交流を加えた場合はプレー

トが正になる半サイクルの

間だけ電流が流れる

回路要素は, コンデンサ抵

抗器

整流管が導通状態のときは

コンデンサに電流が流れこ

み,電気がたまる

整流器が「断」の状態にな

るとコンデンサ中の電流が

徐々に抵抗に流出し純粋な

直流に近 くなる

回路要素は,抵抗, コンデ
ンサ,真空管, トランス

働き

交流を直流にする

交流低電圧に変圧する

平滑回路の要

素 と働 きにつ

いて理解 させ

る

電源回路のし

くみと働きを

理解させる

10分 問 4.

本時の指導過程は,感覚的に知覚しやすい具体的な。‐

事実や現象 (生徒に,オ シロスコープで波型をみせる

段階から)出発して,それらの事実的素材をつみあげ

ては,それを比較したり,分析したり,抽 象 した り

(整流回路,平滑回路のしくみと働きを指導す る段

階), 総合したり (電源回路のしくみと働きについて

帰納させる段階)し ながら,事実や現象の本質的な特

性や関係のはあく (オ シロスコープの波型にフイード

バックする)へと導くように組織づけた。

さて,こ のような認識の過程をふまえて,授業をし

たが,そ の予想がはたして正しかったかどうかテスト

による′点検をした。もちろん,授業進行の観察記録事
項も必要なことであるが, ここでは紙面の都合上割愛

3 テス トの結果

し,「電源回路のしくみと働き」の主題をおえてか

ら,テ ストによる授業仮設の検討を試みた。

(8)指導後における生徒の実態

学習の形態は,生徒を 6人ずつの等質グループ8班に

かけ,各班に 1台ずつ配当する。

各班は,その中で2人ずつのA,B,Cの 3つのグル
ープをつくり,Aグ ループは,電源回路部,Bグルー
プは電力増幅回路部,Cグループは,同調検波回路部を

それぞれ組立てながら学習を進める。そしておのおの

その部分の組立作業が終わったら,各回路別に検査を

した後, 3つの回路を接続し,FJI内全員でテスト調整

する。終了後,それぞれの回路を交替して作業を進め

るという回転学習の方法をとった。

ミミトミ
=
種・一一ヽ一時経鞠

類
|

15以内 (秒 ) 16 - 29

AI
30超 過

紙 上 テ ス ト

AI
100  1   100

導

通

・
抵

抗

テ

ス

ト

①AC looV l次 側の

抵抗値は,い くらか

②AC 230 V 2次倶1の

抵抗値は,い くらか

③AC6.3V2次側の
抵抗値は,い くらか

④AC5V
抵抗値は,

2次側の

いくらか

“

B B B A B B

正 100 0 15

誤 0 0 0 1

正 0

誤 0 0 0 0 5

正 6 0 100

誤 0 0

正 100 100

誤 0 3 0



⑨12Fの フィラメント
とアース間の抵抗値は

どうか

⑦さし込みプラグとア

ース間の抵抗値はいく

らか

⑩12Fの フィラメント
とB端子間の抵抗値は
どうか

導

通

・
抵

抗

テ

ス

ト

0

0

0

0

0

0

0

18

⑫AC 100 V l次側ま

き線の電圧はいくらか

G几2Fの フィラメント
の両端子の電圧はいく

らか 誤

正

誤

⑬ B端子とE端子間の

電圧は

o Aは ,電源回路の製作を終了したが,テ スト調整を
実施していない16名の生徒

O Bは ,検波,増幅回路を製作しテスト調整をしてい
ない33名の生徒。

。 数字は,パ ーセントをあらわす。
。 課題は,①～⑩について実施したが,紙 面 の都 合
その一部を載せた。

。 面接テストは,電源回路計を用意し,時間は,回路
計のリード線をとりあげてから計った。

紙上テトは,面接テスト終了後実施したが,数値につ

いての語群はあげなかった。

以上の面接テストについては,当然のことながら,電
源回路部を学習している生徒が,良い成績をおさめた。
しかも,時間はあまりかからず,そのほとんどが15秒以
内に終了している。

電源 トランスの導通・抵抗テストでは,電源回路以外
の実習生徒は,は じめ誤答率が高かったけれど,次第に

回数をかさねるにしたがって低くなっていくのも特徴で

ある。

電圧テストについては,全員正しく答えている。これ

電源回路部実習者名

(16名 )
75 フ多 70% 80 フ多 100 フ多

検波・増幅回路部実習

者    (33名 )
76% 100%

は,導通・抵抗テストにおいて,すでにどこの端子を計

沢Iすればよいかを知ったからである。このような結果を

みてもわかるように,いかに理論だけ学習しても,知識

だけにとどまり学力にむすびついてこないかが,は っき

りわかる。紙上テストにおいても,電源回路部実習生と

電源回路以外の実習生の正答率が近似値を示めすのは,

面接テストにおいて,実物につかまったからである。

問 つぎの ( )内に適当な語句,ま たは記号をいれ
よ。

この回路は,真空管を働かすに必要な (①)な どに

加える直流電圧 (B電源)と (②)や (③)を熱する

交流電圧 (A電源)と をつくり出す。A電流は,電燈
線電圧を (④)で 5Vや 0.6Vに降圧するだけでよい
が,B電源は,昇圧後,真空管 (⑤)で整流し,さ ら
に直流 (190V)になおしてやらなければならぬ。 こ
の働きをするのが平滑回路である。

この回路には, 2つの (⑥)と 1つの (⑦)がつな
がれ,(③ )は貯水池,(⑨)は,ダ ムの役目をして,
真空管 (⑩)か らくる半波整流を “続"の ときに充電
し, “断"の ときに放電して直流になおす働 きをす
る。

正

誤

正

電
　
圧
　
テ
　

ス
　

ト

形
73 フ多 64 フ多 65 フ多 100%

72% 65 フ多 100%

この問題は,主題「電源回路のしくみと働 き」 を お

41

。 パーセントの数字は正答率を示す。

74% 96 ′多

正 6 0

誤 0 0 0

正 0 0

誤 0 0 0 0 0

正 0 0 100

誤 0 0 0 0 0 0 0

0 100

0 0 0 0

100 0 100

0 0 0

0 0

0 静ヽ o 0 0

、ヽ喘.¨´

①
②

③
④ ⑤ ⑥ ⑦ ③ ⑨ ⑩

80 フイ



え,並行回転で回路別実習をする以前に実施した。正答

率の結果からみてもわかるように,電源回路部実習者

と,検波 0増幅回路部実習者との区別なく,④,⑤,⑥ ,

⑩の問題に対する正答率が高く,他の問題については,

特にどちらに正答率が高くなるということはない。③,

⑨の正答率が,他の問題より低い結果をもた らした の

は,授業における平滑回路について,も う少しつっ込ん

だま旨導があってよかったと
`思
う。

以上,資料 I,Ⅱ を通じて,指導目標に関するテスト

を行ない,どれだけの学習効果が得られたかを調べてみ

た。勿論,授業の結果の検討は,学習内容だけに限定さ

れるものではない。その授業によって,学習意欲は高ま

ったかどうかも重視しなくてはならない。そして,はじ

めてその授業の成否,その指導案に盛られた仮設の成否

が,検討されたことになる。紙面の都合上 1人の生徒の

感想文をあげる。

「率直にいって,今まで学習したどの分野よりも興味

がもてておもしろかった。今までの学習の中でも,ブ ッ

クエンドの製作やブンチンの製作などがおもしろかった

が, これと考えあわせてみると (創造)と いうことが,

自分にとっては楽しいらしい。理論上のことがらが現実

化したときがその楽しみを満きつさせてくれる。コンデ

ンサや抵抗や真空管の果している役割を知って,以前か

ら予想はしていたが,その非常に簡単な (我々にも十分

理解できるのだから)原理機構は,はたしうる複雑な仕

事に驚嘆したのも現代というサイバネティックスの時代

を知るうえで有意義なことがらではなかったかと回想す

る。」(原文のまま。)

4  お  わ  り  に

基礎的技術についての諸説は,①生産に基礎をおく,

②家庭生活に基礎をおく,③学問的な体系に基礎 をお

く,な どがある。いずれにしても,単なる知識,技能の

習得におわらせるのではなく,態度形成につながる「主

体的学習」「考える学習」となるよう組み立てられなけ

ればならない。そのためには,生徒の学習心理と教材の

もつ論理とが調和していなければならない。このような

理念をふまえて授業仮説を立て,検証を試みた訳である

が,実践例の報告の域をでなかった。今年度は,他分野

の授業研究をとりあげ,④指導目標・指導内容が適切で

あったか。③教師の発問,実験が,生徒に問題意識を持

たせるのに適切であったか。◎生徒の思考が,授業中ど

こでつまづき,ど こで問題を解決したか。などの諸点か

ら,よ り精‐緻に探求したいと思っている。

(新潟大学教育学部付属新潟中学校教諭)

国
民
教
育
の
課
題

Ｏ
勝
田
守

一
著

価

七
吾
円

教
育
課
程

話
聾

⑬
大
槻
　
健
著

価

八
８

円

教
育
課
程
の
問
題
を
中
心
に
、
勤
評

ｏ
学
カ
テ

ス
ト

・
教
科
書
検
定
等
の
現
実
を
分
析

・
把
握

し
、
教
師
の
役
割
と
使
命
に
も
と
づ
く

の
あ
り
方
と
教
育
運
動
の
方
向
を
展
望
し
た
ら

特
に
、
教
育
行
政
上
の
問
題
、
教
育
御

・
教
育

内
容
や
方
法

・
研
究
の
あ
り
方
を
究
明
し
、
民

主
的
な
国
民
教
育
を
創
造
す
る
た
め
、
教
師
や

父
母
、
地
域
の
人
々
の
直
面
す
る
重
用
論
文
を

銀
ｃ

遺
産
を
正
し
く
継
承
し
、
そ
の
特
質
を
と
ら
え

欠
陥
を
是
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し

た
観
点
に
立
っ
て
、教
育
実
践
の
方
法
を
考
察
。

音
楽

と
教
育

●山住正己著　酬漱
齢̈麟曖却喘け銘一』林
猟ぎ雑妹炒

価

合
ｏ
円

現
代
教
科
の
構
造
そ”鞘
蝉
静
〒研臨

教
科
研
が
、
そ
の
組
織
を
あ
げ
て
究
明
し
た
教
科
理
論
。
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理科・技術・ 家庭科合同授業による

イ
゛
ヽ
．ノ メタノンの製作と実験

志 村  嘉 信

1  は  じ め  に

技術・家庭科が,他教科とどのような関連があり,ま

た,その位置づけについて論議されてから何年か経過し

ているが,いまだに技術・家庭科教育は「これである」

という決定的なものはない。

一般論として,技術 0家庭科は他教科のうちでも,理

科との関連が多く,理科学習を基礎に,その応用の教科
であるといわれている。最近の教育は完成した教材を利

用することにより,授業を能率的,合理的に進めている

傾向があるが,反面,必要な教材・教具を考える,創 り
出す場を与えられる機会はすくない

のではなかろうか。そこで,今回は

技術 0家庭科で生徒が学習し自作し

たものを,理科の実験材料とし技術
・家庭科の学習に還元させる授業を

試みた。

〔3〕 作 業 工 程

対象学年は 1年生で,理科の気体・液体・固体の熱膨

張のうち,固体の膨張実験としてバイメタルが必要にな

ったので,こ の製作を技術・家庭科で,男女共学の体制

で行う。

2指 導 内 容 等
授業 2時間で,〔 1〕～〔10〕が 1時間,残 りが 1時間。

次ページの点線の囲いの中は生徒が記入する。

〔1〕 材    料
鋼板,亜鉛鉄板,ア ルミニウムリベット(グ :2ι :5)

〔2〕 設    計

Ю匡

10-3.2キ リ

ギー+十 →一十-4-→-1-斗

程
|

お も
｀
な 機 械

けがき針・ 鋼尺

タポンチ

セ ン 鋼板の方が線がはっきりするので,鋼板にけがきする。
鋼板と亜鉛鉄板を重ねて,けがきした銅板の方にセンタポソ
チで ドリル刃の案内の点を軽 く打つ。

材料がずれないように 2～ 3人で行 う。

リベットを穴あけの部分に入れ軽くたたきながら,平均につ
ぶしていく。

以下 1コ 穴あけしてはリベットを打つ。最初全部穴あけする

とひずみのために穴がずれて, リベットが入らなくなる。

穴

あ

け

卓上ボール盤,電気 ドリル 材料の一番端の所に 1コ だけ穴あけする。

材料の下に本の板をあてて,穴あけの終りのひずみを防ぐ。
材料はしっかり押えて安全作業を行 う。

金しき,

工 具



〔4〕 整    理
機械の整備・点検,工具管理

〔5〕 反省 (〔 1〕～〔4〕について)

〔6〕 実 験 の 目 的

〔7〕 実験用具と方法

バイメタル・やっとこ(金属をはさむ)・ ガスバーナ

・水そう0マ ッチ

① 加 熱

② 冷 却

(略  図)

木 片 (広 板 )
〃  (支  柱 )
グローランプ

〃 用 ソケット

乾 電 池

〃  ホ ル ダ
ビ ニ ー ル 配 線

マ   ッ   チ

脱     :旨      綿

寸法,そ の他 数量

80× 150× 10

50× 100× 10

20W(E形 )

単 3,1.5V

1

1

1

1

2

2

少 々

ラワン

冷
　
冷

空
　
水

④
　
◎

加熱・冷却した時の両方について図示 ,

説明しなさい。

〔8〕 実験結果

「

~~~~~~~¬

グローランプ

乾 電 池→ト
豆電球(P。■)」∩L

(亜鉛鉄板 )

ヒ 」

③

部品配置と

f己ぢ
‐を使った酉己辛泉図

(悩」単に表わせる)

加熱・冷却

① 加 熱

② 冷 却

④ 空 冷

◎ 水 冷

〔9〕 バイメタルの応用器具名をあげなさい。

こ10〕 反省 (〔 6〕～〔8〕について)

〔11〕 応用部品による実験

螢光燈に使用しているグローランプについて実験し

てみよう。

① 材 料 表

44

―
――――――-150-― ――――――‐ョ

実  験    ili l面
|」

④ 配線の終った状態 (電池もつける)で PLの点

滅状態はどうか。○印をつけなさい。 (ス イッチ

|ま ない)  点灯 消灯

理由 :(グ ローランプ内の線を見る)

◎ マッチを点火,グ ローランプを下から暖める。
注 意
1・ 火炎は直接あててもよいが,一か所だけ暖め

ない。ガラスを割らないため。

2.マ ッチの燃えがらのしまつ。
3.グ ローランプが「すす」で黒くなったら,脱

脂綿できれいにする。熱いので気をつける。

i)PLの 点滅はどうか。○印をつけなさい。

平 面 図



ii)PLが点灯した時, グローランプの接点は

暖める前と比べてどう変っていますか。

下図でバイメタルの膨張の状態をみよう。

ア

イ 加熱した時

接 点
が

_____

PLは PLは

iil)一度PLが点灯したらすぐマッチの人を消

し何秒点灯しているかしらべよう。….……秒。

市)PLが 点灯しても2本マッチで暖め続 けた

後,何秒点灯しているかしらべよう。

④ グローランプの実験で理解したことは何ですか。

⑤ 〔11〕 の実験にについての反省
〔12〕 バィメタル応用の作品

冬休みにバイメタルを応用した実験装置,実用品の設

計図 (できれば作品)を仕上げてみよう。 (例 )自動温

度調節器付電気アイロン

ヒューズ    r
温度調節器

Rpは PL用の抵抗

〔11〕の実験装置は 1年技術学習係の協力により完

成したことを記しておく。

3 指導内容の説明
〔1〕については,大きな金属板から金切りばさみによ

る「切断」は,不正確になると,後の製作 0実験に支障

となるので,教材業者を利用した。

〔2〕の設計では,穴の数が多いほど金属がしっかり密

着するので実験結果も良くなる。

〔3〕は作業する生徒と待機する生徒をグループ内で交

代させ,待機者は〔6〕 ,〔 7〕を記入,確認させた。

〔11〕 の応用部品の実験では,特に実験を単純化させ,

指導のポイントを理解させるように努めた。グローラン

プを熱して,接点の開閉の状態を即物的に観察すること

により,金属の膨張の変化を理解させたかったが,その

意味ではすすの出るマッチ棒では充分とはいえない。ガ

スバーナ,ア ルコールランプが望ましいが,炎を大きく

して,温度を低くして使用すると,実験室内の風の動き

でグローランプを暖めることが困難となる。そこで風の

影響をなくそうと炎を強くすると,ガ ラスが溶けるので

望ましくない。けっきょくマッチの使うことになった。

4 生徒の反省事項
生徒がどのように理解し,疑間を感じ,要望している

か,自 由に記録した内容をあげてみる。

〔1〕 バイメタルの製作について

男女とも多かったのが, リベットを打つのがうまくい

かなかったということ。反面, うまくできたという女子

の数も半数くらいはある。全体的には女子も男子の作業

と考えられていたことも可能であるという自信は得たよ

うだ。本来リベット打ちそのものは技能的なものである

から,上手,下手は問題ではなく,金属の接合方法の 1

つの要素であることが理解されれば充分と思う。

〔2〕 バイメタルの実験について

実験結果はほとんが成功じ,協力してうまくできたと

記録している。班の中には, リベットが溶け, 2枚の金

属が離れて,実験不能になったところもある。

〔3〕 グローランプの実験について

これも大部分がうまくできた,簡単でよくわかった,

楽しかった,と記録している。しかし,予想したように

接触不良に気づかず,マ ッチを無駄にした,すすがつい

て接点がよく見えなかった, というのもある。また,す

すがつくので間接的に熱してはどうかという意見もあっ

た。

5  お  わ  り  に

以上共学で合同授業を行なったが,その結果は成功し

たといえる。生徒の授業に対する理解・認識の評価につ

いては,設間に対するグループディスカッションの方が

ペーパーテストより効果を高めるのではなかろうか。

つぎに,技術・家庭科の学習領域であるが,技術革新

に伴なう新製品が何かという追求よりも,何がどのよう

に利用 。応用されたかの認識を持たせることがわれわれ

の立場であり,仕事であると思う。つまり,

|

の中間位置に教育の基本理念が置かれていると思う。

特に今後の問題として,過 日朝日新聞 `66年の教育 '

の投書欄に載ったr//並区の女子中学生の意見 である。

“私たち女子にも男子と同じ技術教育"を という一文で

ある。現場から開拓の要ありというところである。

(東京都杉並区立高円寺中学校教諭)

石

接点が

鰍



安全指導を配慮した金属加工の指導

雷 技 術 教 育 と 安 全
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1.項 目名 金属加工

2.単 元名 ち りとりの製作 (1年 )

(11旨導目標…………略………

(2)準 備…………略………

(3)安全指導の主眼

ちりとりの製作を通じて,薄板金を加工するのに

必要な基本的動作を習得させるよう,製作の段階で

一貫した安全指導を行なう。

に)具体的目標

① 工具の種類,使用法を理解させ,手入れ の しか
た,管理できる態度を養う。

② 作業を合理的に進める態度を養う。
③ 作業の安全に留意する態度を養う。
(励安全指導形態

① 各製作段階での教師の安全指導は,各 グループ毎
に基本動作の徹底を行ない,その技能をよく理解

習得させるとともに,技術的知識を深めさせるよ

うにする。

製作学習の段階ではあらかじめグループを組織し

ておき,協力的に学習を進めるよう指導する。

作品は各人 1人ずつ製作させる。

3.指 導 過 程

の条件

2構造
3材料
4加工法

製作図と

製作の計

導

目

指

項

難一財
き

基 本 動 作

縦線の場合

曲刃の使い方

切り落しを下にまげなが

ら切る

。木づちでひずみ取りを

する

。柄の先端を握る

打つ部分を身体の正面

にし,本づちを肩の上

安全指導上

の 留 意 点

くずで怪我

をしないよ

う

。切りくずは

下に落さな

き

く

代

け

コ

ス

ス

用

と

が

＜

で

♪

き

パ

ニ

使

る

い

い

，
て

　

人

な

プに

は
　
い
　
　
は

け

し

時

置

　

中

ざ

用

い

に

く

用

ふ

使

な

横

お

使

と

い

。けがき針の使い方

:::;:|ば言i
。|[]i;1乗
遭賢豚會誓唇司艦|

ち りとり

の製作

横線の場合

鉛筆と同じようにもち

先を,定規に密着させる
同じところを,何度も
引かない。

け

針

ぎ

用

が

ン

青

を

す

よ

指導項目
時

間

学習

活動

学習指導

上の注意

基本

動作

通
ヽ
入

考案設計

1よ いち

りとり

(略 )

|



3折 り

曲げ

4ヤまん

だづ

け

にふりあげる
。肩,手首の力をぬく
。打つ瞬間にしっかり握

る
Oつちの打撃面の中央が

当たるように注意
。押し切り

押し刃を,固定刃に押
しつけるようにしなが

ら,下に押す

打ち木と折り台の使い

方
材料  の 打ち木
↓      ↓

:二ΞZZ】Z'ZF:戸り台
①軽くうつ

←皿

⑤軽 く打つ

)良

―
ミ 勁 良

◎溶剤の処理

④やや強く打4

。必要量使用

ヽヽ          |

。刃物の受け‐

渡 しに注意

(刃 先を相

手に向けな

ヽヽ)
。ハ ン マ で ,

ひずみとり

をしない

。′ヽンマ使用

の時も木づ

ちと同様
。ハンマ,木
づちを使 う

時は,ま わ

りに気をつ

ける

O指をたたか

ないように

。周囲に気を

つける

。薄板金は安

全 を 考 え

て,ふ ち巻

きしろをつ

ける

。余分な溶剤

は布でふき

とる

木づち

押 し切

り

打ち木

折り台

刀刃

はんだ

ごて

サ ン ド

5穴あ

け

,l-v-
服につけない

◎ポンチうち

←

°月区

“

こ rジ ャτ 7よ い

O工作物のよごれを,シ
ンナまたはペーパーで

よくとる

◎電気ごて

。過熱防止装置つき

0布ペーパまたはやすり

でみがく

。
=ポ

ンド
ハ ン マ

。軽 くうつ時は,柄 の元
の方を握る

。打つ部分を身体の正面

にしてハンマを肩の上

にふ りあげる

。1回で打つ

。材料面にポンチを90°

にたてる

◎穴あけ

ハン ドドリル

。ポンチ穴に ドリルの先

端を合わせる

。ドリルを面に直角に立

て上から押す

技 術 科 と安 全

。格納の際ス

イッチ,余
熱に注意
。電気の知識

(タ コ足配線

をしない。

開閉を確実

|こ )

。火災に注意

。やけどに注

意

。ハンマを使

用 し垂直に

たた く

。指をたたか

ないように

O柄のね じれ

や頭の不完

全なものに

注意

O木づちでし

ない

。定盤の上で

しない

。ドリルをチ

ャックによ

くしめつけ

る

。 ドリルが前

後左右に動

くと折れる

から,垂直
に握る

。ときどき油

をさす

。 ドリルヤこ切

りくずがた

まったらぬ

ぐって落す

塩酸

事故例

ハ ン マ

セ ン タ

ポ ン チ

エ程見

本

ハ ン ド

ドリル

47



技 術 科 と 安 全
lllll… 硼 晰 嗣 脚 nmmm‖ mmmmmmttm… 酬 ぃ‖酬 mm嗣 山 ltt llmmlll t酬 Ⅲ山馴 mmmmmmmm“ 枷網

ドリルが裏

面に通りぬ

ける時,押
す力を弱め

る

。リベット以

外をたたか

ないように

。定めた工具

を使用

指導

項目

ブ ック

エ ン ド

の製作

以下の指導項目―・評価 。各種工具の整理。清掃 。異

常の点検と報告 O反省 。板金加工技

術と日常生活

4.安 全指導のまとめ

(1)各工程別見本を用意して,生徒に常にその工程での

模範作品を見せる

{2)各工程別に事故例をあげる

(3)安全指導上特に重要な基本動作について,短時間の

一斉技術指導をする

14)薄板による切傷やはんだごてや,はんだによる火傷

などに特に注意

(5)生徒間の進度の差に留意し,特に進度のおくれる生

徒に安全指導の徹底を行なう

(6)使用工具の点検,手入れ,整頓は毎時間確実に行な

うよう指導する

(7)視聴覚教具 (安全指導)を随時活用するようにする

(8)単なる技能の習熟に片寄らず常に作業の原理を理解

させるよう配慮すること

1.項 目名 金属加工

2.単 元名ブックエン トの製作 (2年 )

(1)指導目標………・略………

(2)準備  ………略………

(3)具体的目標 (チ リトリの項以外に機械についても同

様)

に)安全指導の主眼

第 1学年の金属加工の学習を発表させ,ブ ックエ

郷

1考案

設計

2製作

図と

製作

の 言

画

3工具

工作

機

の種

類

4製作

け が

き

穴あ

け

◎リベットでとめる。 リ
|ベ
ットのふちを軽くた

| たく

＼ 1/

頭金で強 くたた く

ンドの製作を通じて厚板金を加工するのに必要な,

基本的動作を習得させ,製作の段階で一貫した安全
指導を行う

(5)安全指導形態………チリトリ参照…………

3.指  導 過 程

基 本 動 作

(略 )

。青ニスによるけがき

。ポンチうち,強 く打つ

○卓上ボール盤の使い方

調整

。ドリルの太さおよび材

質により回転数を決め

る

。チャックに ドリルをつ

ける

点検

。調整後スイッチを入れ

てみる

作業
。材料を万力,手で固定

する

ポンチ穴に ドリルの先

端を合わせる

ドリルを少しさげ,切
り込みが正しければ,

きりもみをする

安全指導上

の 留 意 点

。1年チリト

リ参照

O穴 あ け の

時,キ リ穴

が重ならな

いように

。割 りどめ穴

は大きく

。初めての

械使用であ

るから安全

に注意

。ドリルの

りはむりの

ないように

静かに

。ときどき油

をさし, ド

リル|こ t刀 り

くずがつま

った時は

の長いプラ

シを使 う

。通し穴の時

が き

け が

きコン

パ ス

ポ ン チ

ブラ

油さ



もとで握る

刃先を半分ずつ打ち込

む (金床の上で)
。万力で切断

ドリル /」ミ裏

へ ぬ け る

時,送 りを
遅 くする

。材料が ドリ

ルによって

ふ りまわさ

れたらす ぐ

スイッチを

切る
。材料や切 り

くずは回転

をとめてカ

らしまつす

る。

頭のめくれを

グラインダで

削りとって使

う

o 2\/-<-c,

ガネの中心

線上を打

O軽 く握る

りあげた時

たなごころが

見えるくらい

にもつ

O指をたたカ

な い よ う

|こ , 日|ま

先を見る

0-度に切断
せず切断

をひと回 り

したらふた

回 りみ回 り

たがね

ハ ン マ

万力

足の位置

◎姿勢

い～yO

?濯:アに体重をかけ前
|

技 術科 と安 全

場II繹 TI
。曲線部を切

る時はたが

ねの種類を

かえる
。万力台に正

しくしめつ

ける
。切り日のと

ぶ方向に注

意
。刃先の不良

のものは使

わない

を,ま ちが

わない

。たがね切断

箇所でけが

をしない

。金床で正し

く直 角 に

し,木づち
でひずみを

とる

。けがき線を

万力の日金

に合わせて

やすりがけ

する

。やすりがけ

のさい,手
ぶくろを許

可してもよ

い

O直進法を一

斉技術指導‐

(基本動作徹|
底)  |

やすり

の平 ,

半丸等

やすり

がけ事

故例

。曲面仕上げ

。たがねの使い方

一
折
　
　
　
　
　
す

一
り
　
　
　
　
　
倒

一
よ
　
　
　
　
　
　
ぐ



進をするときのみ削る

。やすりの全長を使 う

直進法  斜進法
◎力の入れ方

①
l手    ゴ

手

③

④ →

力を入れずに引く

◎木づちに依り全体をと

とのえる   ｀

◎下地づくり

◎赤パテのぬり方

水とぎ

塗装

エアーコンプレッサでの

吹きつけ塗装の場合

O空気バルプを開く

スイッチを入れる

。異常がなければ空気バ

ルプを開じる

。ホースの先にガンをつ

ける

。霧の出方を調節する

。リングを右に回してノ

ズルの先が動 くように

する

。ノズルの先を必要な形

にとめる

。リングを回してノズル

の日先を止める

。ガンの調節ねじを回し

て霧の量を調節する

は曲面の直

径にあった

ものを使 う

。曲面削りの

さいけがに

注意

。手だけでや

す りがけを

すると,や

す りがすべ

り,す り傷
が多い (鋭

利なものを

使用)

。目づまりを

ワイヤプラ

シできれい

|こ

ハンマでしな

ヽヽ

。人気に注意

(シ ンナ)

。作業服を着

用す ること

。有毒ガス発

生塗料に注

意

。他人にめい

わ くをかけ

ない

。換気室で塗

装

技 術 科 と 安 全
lllllmlllll剛 ぃ耐 mmぃ ‖山 mmmmhШ Ⅲ山 nmⅢ mmmttmmmttmmmttmmmmmmmmmttmllllll田 晰 mmmm酬 hmmⅢ ぃ岬‖lllllm釧 :

ラッカを同量から倍量

のシンナで溶かす

シンナで溶かした¶ッ

カをガンの容器に60%

位入れる

。空気タンクのハンドル

を回して開く

。塗る面から40c mぐ ら

いはなしてガンの引き

金を引く。加工物のは

しから平行に動かす

。塗り作業が終ったらガ

ンと容器をシンナで洗

う

きれいなシンナでから

ぶきしておく

スイッチを切り,タ ン

クのハンドルを閉じガ

ンをはずす

。空気バルプをあける

チリトリ参照

4.安 全指導のまとめ

(lL(2〉 (3L(5L(7L(8)番ちりとりの項と同じ

(4)ボール盤およびやす りがけ作業において,けがをし

ないよう特に留意する。

(6)使用工具,機械の点検,手入れ,整頓は毎時間確実

に行なうよう指導する。

「;[|
レ ッ サ

:訂 正                    :
: 6月号「回路計の学習指導」の執筆者は富山市大泉 :

:中学校田近長信教諭でした。訂正いたします。   :

(徘幕童壁曇ヨ‡重穣動瑯)

"

木づち



フ

技術教育と安全

技術・家庭科における安全教育

雄英山内

1  は  じ め  に

安全教育は,少なくとも,学校教育の中に包含 され

た,生徒の1日 のすべての生活の中で検討されなければ

ならない問題である。ただ,安全教育が,教科という1

つの領域内で考えられたとき,その教科のもつ性格や目

標,並びに具体的な展開部面が特に技術・家庭科では他

教科と比較して,その必要性が強調されたというだけに

過ぎない。

以下技術・家庭科について焦′点をしばってみることに

する。

2 安全確保のために

技術・家庭科における事故防止の方法は,事故の原因

をよく調べ,それに対処することであろう。日本学校安

全会本部佐藤龍三専門員は,技術 0家庭科教育の災害事

故を次のような分析を発表しているので参考に資 した

ヽヽ。

(1)事 故 因 子

①行動 ②服装 ③心身の状況 ④環境
惨)心 理 的な洞察

前述の一般的因子は有形的なもので,第 3者が容易に

判断することができるが,精神的な因子は発見が困難で

ある。佐藤氏の事例研究によると,急ぎ,無知,欲求不

満,軽率,冒険の4種があげられている。急いで作業手

1員を忘れた。機械器具の使用法を知らなかった。作業前

・作業中ひどく叱られ自分の意見が受け入れられなかっ

た,などのような欲求不満の場合。また,軽率,冒険の

気持からなどが考えられる。したがって,教師は,安全

感を与えて作業をさせるコツや,入念に仕事を進める精

神的態度を養うことが安全確保のコツであると心得なけ

ればならない。

特に災害発生と心理的な面において,法政大西川好夫

氏 (医博)は中等教育資料に次のように発表している。

当事者としての私たちは心しておくべきであろう。

人間の心の動きは複雑で,災害の原因も一義的に示す

ことはムリがあるが,あえていうならば「心身 のひず

み」ということになる。ひととなりに密着した「知能の

ひずみ」と「性格のひずみ」とがさしあたりの問題であ

る。

①知能のひずみ ②性格のひずみ ③意識のとぎれ ④
意識の迂回 ⑤意識水準の低下などをあげているが十分
参考にしたい項である。

以上が西川博士の「安全の′い理Jに見られるところで

あるが,私見も加えてあるので博士の意に添わないとこ

ろもあると思われる。いずれにしろ,周辺をつかめるの

ではないかと思う。とにかく私などは,安全対策を,外

形的なものをつかみ安全カバーやジグ,色彩調節,安全

テスト,ク レペリンや性格テスト,身体検査結果,機械器

具の対策諸規則・照明・換気等々にのみ意をそそいでい

たが,も っと以前の,基本的なものを教えられたので,

あえてここに借用した次第です。学校教育の 4領 域 に

「学校安全」を考えたとき,基本的な示唆を与えてくれ

るのではないだろうか。

特に博士は,社会心理学から,自我関与をとりあげて

文を結んでいたことを附言しておきたい。

われわれが,何か行動をするにあたって「これは自分
の仕事だ」「これは自分の責任だ」という意識をもって

やること,いいかえれば,大いに身を入れてやることで

ある。こうした意識が,いろいろな安全に関する規則の

遵守態度にも大きな関係をもってくるだろう,と考える

からである。つまり安全のためとは言え,ある規則を設

定し,それを守らせようというのならば,こ れを天下り

的に考えたのではダメで,生徒たちの自由な討議の中か
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ら,みんなの約束として盛り上げるのが有効だというこ

とである。自分たちで決めたのだから,自分たちの責任

で守らなければならない,と いう意識をもたせること・

0・ ・まさに「自我関与」以外の何ものでもない・・・

・ここに安全の規貝1はほんとうに生きてくるというもの

だろうc

3 技術・家庭科における安全対策

事故防止,安全対策は単に 1つの教科や一部の分野で

行われるものではない。日常生活において安全の習
1隕1性

が形成されていくよう,教育の領域の場はもちろん,家

庭との協力のもとに,いわゆる広義の情操性の啓培に努

める方策を立てるべきであろう。ここでは,そのうちの

1つの単位 (技術・家庭科)と して考えてみることにし

アこ。

(1)安全管理の面から・ 000(物的管理)

① 教師自身の問題
技術・家庭科の担当教師は,相互に連絡し,実技の向

上を図るとともに,指導技術の研修に努め,労働科学の

立場から,施設・設備の十分な活用と保全に配慮しなけ

ればならない。それは教師の十分研究された意図のもと

に授業が展開されたとき,初めて各種の施設や設備を通
して,プ ロジェクトの学習目的が達成され,生徒を災害

から守ることができるものと考えられるからである。

② 学校工場の整備
。環境整備

学習環境を整え,意欲的,積極的に,生徒自身が教師
の意図の中に自ら流入するよう環境を保持しなければな

らない。すなわち,採光照明 (窓の高低,方向,建築法

との関連,機械方向,人工照明等),換気, 防音, 色彩
調節,掲示物,教材,作品の位置,保管等各種のことが

考えられる。

・機械配置

学習過程や作業順序 (工程), 工作物の大小, 作業者

の位置,作業集団の大小,作業と採光,生徒管理等を配

慮に入れて,無理のない作業機械の配置を決定しなけれ

ばならない。特に高低の問題で,低 くすぎるよりは高い

方がよい。低い生徒を規準としてではなく,中以上の生

徒を規準とすべきであろう。 (労働安全衛生規則第92条

を参照されると納得いただけると思う)

。安全対策

すべてが安全対策の意図のもとにすすめられなければ

"

ならないが,こ の種のために特に取り上げるならば,機

械周辺の安全さ く (特に自動かんな盤手押かんな盤);

色彩調節,色彩標識,安全カバー,ジ グの考案,作業位

置の明示,通話ラインなどの各種の配慮が肝要である。

・機械の保全

工作機械はすべて直結,13段作動。 また, 刃物の保
管,取 りつけ,整備等に留意して,注油を怠らず,円滑

な回転,刃部の鋭利保全に努めなければならない。摩耗

した刃部程災害発生率が多く大きな事故となるものであ

る。

Oその他の物的管理

材料管理 (素材・廃材の整理と処理法)床上整備 (凹

凸を含む)と 飛散塵埃,電源 (漏電,許容電流,安全ヒ

ューズの使用,コ ンデンサ)接地線,熱源等の配膚。

油脂,塗料,その他引火性物品の保管と扱い方,作業

台,工具だな,工作物等の位置や高さの配慮。消火器 ,

救急箱 (かばんの方がよい)の設置と位置。スイッチと
パイロットランプ。非常ベルの設置

(2)安全教育の面から……人的管理

せっかく完備された諸施設設備が消極的な安全教育の

曲解から,教師の示範教具に終ってしまっては な らな

い。正しい理解のもとに積極的に取 り組み,生徒自身が

十分に,機械器具・電気・ガスを使用する意欲をもつよ

う指導してこそ,こ の種の教育の目的が達成され,次代

の生産科学に対処していける人間を育成することができ

るものと考える。

前述の安全管理と,こ の安全教育が表裏一体 となっ

て,片手落ちのない,科学技術教育の振興と向上が,技

術・家庭科の基盤の上に実現されていくものではないだ

ろうか。

C 安全教育の学年配当と年間計画の立案
② 学習指導計画の中に安全教育のプログラムを配当
しておくc

③ 技術・家庭科の全分野にわたり,十分な時間配当
を配当して理解させる。

④ 理論の裏づけをもったプロジェクト指導であるこ
と。

⑤ 学習集団の縮小と編成の研究
⑥ 安全規則,安全細則,安全′い得,安全カード,作
業指導票,安全テスト等適宜必要に応じて併用し,集団

的なものから漸次個人的なものへ,安全知識や心構え等

理解と必要性を認識させて,常に安全行動を強化し,身
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・機械,器具,用具の機能,構造の理解の本来の正しい    みんなで協力しよう。
使用法。 B 一般安全心得
・使用中の姿勢,手足日の位置,服装,釘,板金の切り   災害は人と物のどちらかに,また,双方に欠陥があっ

.      屑の処理,黙働。 た時に起きる。どんなに完備された設備環境でも,誤っ
・石油, うすめ液,ガス,引火性物質の保管使用法。   た操作をしたり,能力 (人・機械)を こえた使い方をす

につけて習慣化に導く。

以下 2～ 3の事例についてあげてみると,

・食器の取 り扱い,洗浄,整頓,格納法。
・    ・ハサミ,ア イロン,針等の扱い方と保全。

があろう。

以下私案について列挙してみる。

A 安 全 規 則
① 正しい服装で作業する。

③ 体のぐあいの悪いときは必ず届け出る。
④ 無断で工具や機械を使用しない。

ない。

③ 引火性物品の扱いに十分注意する。

⑩ 非常ベルが鳴ったら直ちにその場で静止する。
① その他心得をよく守って災害事故を起さないよう

れば故障・災害を招 くことになる。

(1)作 業 服 装

④ 出入日,非常日,通路の倶1に物を置いたり立てか
けたりしない。

⑤ 切削くずや油は速かに取 り片づける。
⑥ 廃品は必ず定めた容器に入れる。

物は見つけ次第片づけるようにしよう。

(3)行   動

③ 持ち上げる場合は,なるべくこしを落して,ゆ っ

くり上げる。

以上一般的なところを概括してみたが,こ れが計画実   ① 体育時の服装で,運動帽,運動靴を着用する。
施にあたっては,その深さと範囲において,十分検討を   ② 冬季など上衣を着用するときは,上衣のすそをズ
しなければならない。たとえば,ベルトの転換,照明に    ボンに入れ,腕カバーを着用する。

_´   ついては加工部の陰とか,かんな削りにお ヽヽては, 短   ③ ズボンのすそはひもでしめるか,靴下の中に入れ
材,有節材とか,ジ グの形態や生徒の体位との関係に至    る (し めたひもはぶらさげない)。
るまで,詳細にわた り配慮する必要がある。 ④ ポケットには,と がったもの,重いもの固いもの
日常の指導の場において,絶えず′いがけ,学習指導の    は入れておかない。
研究とあわせて,これら災害対策についての研究を深め   ⑤ くび巻,こ し手ぬぐいをしない。
ることは,技術・家庭科担当教師に与えられた,現時′点   ⑥ 機械作業,木工作業には手ぶくろを用いない。
における使命,いな宿命とも考えるべきであろう。     ⑦ 手先にほうたいのあるときは,機械作 業を避 け

4 技術 0家庭科における安全心得
る。

(2)整 理 整 頓

先に西川博士の「安全の,い得」について一部その項目   ① 工具・材料・製品は決められた所に置き,使用済
を紹介したが,担当教師の心得るべきことだと思う。こ    の工具は速かに片づける。
の内的分野の分析と併わせて,外的分野ともいうべき機   ② 物を積み重ねる場合は,安定するように,整然と
械,工具,器具,行動,服装等については当然教師とし    積む。
ての,生徒としての 2つの立場をはっきりしておく必要   ③ 通路には物を置かない。

“      ② 室内の歩行は互いにゆず り,決して走らない。    ⑦ 通路に落ちているくぎ,金属片,材料くず等危険

⑤ 工具の刃部,針部,コ テ先等下にして持 ちある   ① 通路ラインを守り,通路でないところは通らない
く。                          ことを原則とする。

⑥ 工具・材料の整理,お よびくず類の処理等怠らな   ② 定められた通行のきまりを守る(右側・一方通行)
い 。 ③ かけ足は避ける。
⑦ 工具や材料等の受渡しする場合は決して投げたり  (4 重量物の取扱い
しない。 ① あらかじめ運搬先への通路をあけておく。
③ 標識・ライン等を守 り,安全さんを勝手に移動し   ② 足元を安定にし,む りのない姿勢で取 り扱う。
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④ 手がかりをよくし,必要な場合に道具を使用す
る。

⑤ おろすときは手指をはさまないようにするc(特
に協業の場合注意する)。

⑥ 安定の悪い場所におろさないこと (高いところに
無理に乗せない)。

⑦ バック運搬する場合は案内人を 1人つける。
③ 協業する場合は,体力・技能の合った者 をえ ら
ぶ .

(5)電   源

電気災害は,普通100V,200Vの 低圧 に よって も受

け,素足で L体が電線に融れた場合は 100V以下でも死

ぬといわれている。電気災害は,電撃驚がくによる障害 ,

電気火傷,感電による心臓まひなどが考えられるが,こ

C 手工具に関する心得

れらの災害は,人的傷害だけでなく,電気設備の過熱焼

損,電気設備を発火源とした火災,爆発等物的面の事実
も新聞等で知ることができる。

① 電気配線やコードで,絶縁被覆の損傷,ま たは感
電,漏電の危険を認めたときは,直ちに先生に報告

する。

② 運転中停電したとき,機械から離れるときは必ず
スイッチをきる。

③ 始動するこきは周囲,関係作業者に連絡合図する
④ 始動スイッチ以外は手をふれない。
⑤ スイッチの近くには,材料等を置かない。
⑥ 始動するときは,負荷を軽くしておくc
⑦ ヒューズは勝手に取 り替えないc
③ 接地線を確かめる。

① 工具を使用するときは,
ブ員の許可を受ける。

② 手・工具の油や水は, よ

先生または当該クラ

くふきとってから使

生 徒 と し て 心 得 る べ き こ と 教 師 と し て 心 得 る べ き こ と

① 工具管理に留意し,特殊工具等は生徒が自由
に使用できないように配慮する。

② 不完全工具は格納しておく。
③ 工具の正しい使い方を十分指導しておく
④ 作業中の周囲や机上の整理,工具の置き方な
ど指導しておく。

⑤ 電動工具は生徒に使用させてはならない。
⑥ 室外へ貸し出す基本工具は貸し出し専用工具
としてセットしておくとよい。

③ 返納の際は異常の有無を確認してから受けとる。
④ 異常のあったときは,先生に報告する。
⑤ 貸し出し工具以外の工具を貸し出すときは先生の
許可をうけてから行なう。

田

工

具

使

用

上

の

心

得

用する。

③ 不完全な工具を使用しない。
④ 周囲の状況に注意して使用する。
⑤ 工具は正しく使い,そ の目的以外には使用し
ない。

⑥ 工具の受け渡しは,決して投げたりしない
⑦ 機械や材料の上に工具を置かない。
③ 使用がすんだら点検し,手続きをとって納め
る。

③ 電動工具は使用しない。
⑩ 室外へ持ち出すときは,貸 し出し工具を使用
する。

(2)工具貸し出し規定

① 室外へ持ち出す工具は,貸し出し工具を原則とす
る。

② 貸し出し帳簿またはメモ黒板に控えてから貸し出
す

D 各種工具使用心得

生 徒 と し て 得 る べ き こ と 教 師 と し て 心 得 る べ き こ と

① 頭のぬけそうな,柄の折れそうなものは使用
しない

①  くさびのないもの,頭のぬけそ
の折れそうなものは使用させない

補修しておく

うなもの,柄
。同時に早く

② 手袋をつけたまま使用しない

(1)
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③ せまいところや,足場の悪いところはもちろ
ん,ハ ンマを振るさいは必ず周囲に注意する。
④ 鍛造作業のような,ハ ンマの共同作業には呼
吸を合わせて打つ。

⑤ ハンマは最初から強 く打ちださない。
③ ハンマ代用にスパナやレンチなどを使用しな

⑦ さびついたものを打つ時は,さ びが目に入ら
ないように注意する。

以下紙面のつごうで省略するが,工具と次のようなも

のを上げてみた。

・のこぎり・かんな・のみ・きり

・その他の工具 (スパナ 0やすり

E 機械に関する安全心得
(11 機械作業者の安全′き得

・ねじまわし・たがね

0弓のこなど)

これについては「生徒として心得るべきこと」を

15項目,「教師として心得るべきこと」を 9項目を

列挙して,各機械の′い得を上げてみた。

・糸のこ盤・丸のこ盤・手押かんな盤・ 自動かんな

盤・角のみ盤・旋盤・卓上ボール盤・両頭研削盤万

力・石油発動器の操作

F 栽培作業安全心得
G 調理学習の定全心得
H 被服学習の安全心得
以上のようなことを「教師と生徒」の責任分担を明確

にしてみたものである。

前述のように一応各分野について,一般的なものと考

えられる範囲でまとめてみたものである。したがって各

校の施設設備,規模の大小・管理 (設備・生産)方法な

どによって各学校によって,さ らに細分化され,具体化

されてくるものと考えられる。たとえば,木工における

集塵装置の有無,メ ンスイッチの形態や配線径路 の状

況,調理学習における熱源の種類,被服学習における針

の種類や本数など具体的な内容については,教師の指導

や,学習形態,考え方などによって決定され るであろ

う。

過去の災害発生の原因や,次項に示す関係法規等から

考えられることは,規則やきまりの設定にあたって教師

の責任事項と,生徒の責任事項を明確に分化すべきであ

ろうし,教師としての心得を明文化しておくべきだと思

う。

そして,こ れらのことを指導過程の中に,ど う位置づ

② 頭部のまくれているものは,
おく。

まくれを落して

③ 柄のねじれのあるものは取り替えておく。
④ 柄の長すぎ,短かすぎのものは取かえており
く。

⑤ 柄を取りかえた場合は,か ら打ちしてたしか
めておく。

けて指導し,習 1貫化してゆくか,その位置づけを明確に

することが大切である。

なお,安全管理や安全指導の徹底を期すべく努力する

と同時に,こ の教科の「実践を通して」とい う立場か

ら,施設設備の充実,学習集団の細分化,回 転学習方

式,個別指導と基本的技術の徹底,お よび安全確保の各

観点や,これらの効果をより高めるためにも, 1人の教

師だけでは困難な問題である。指導経験のある教師の,

だれもが感じているように,実習助手の必要性を痛感す

るものである。

たとえば,職業訓練指導員の数は,実習場ごとに,副‖

練生おおむね10人に 1人 とする (訓 練 法第 5条 3項 参

照)ま して,中学校の場合,対象生徒の年令や,担当時

数の多い教師という点からいっても,助手の必要性はだ

れでも納得のいける要望であろう。

当校は 9学級17人の職員,技家担当者 8名 ,こ のような

ことから,その級の技家担当者のほかに 1名の技家教師

が空時間とし,助手的立場にあたるよう時間表編成をし

ている。また 3学級を男女計4コ ースに分け,学年同時

展開などで,学習集団の細分化も実施している。

5 安全教育上参考とすべき法令

安全管理,安全指導の両面が完全に実施されたとして

も,生徒 (教師)の災害は全国的になくならないだ ろ

う。だからといって災害をおそれて,後退する姿勢は近

代産業の生産形態に対する敗北ということになる。機械

に支配される人間でなく,機械を制覇する人間でなけれ

ばならない。このような点から,災害発生に対する消極

的な指導でなく,機械を「駆使」することのできる,前

右きの姿勢であってほしいものである。

労働法規は,労働災害の発生素因の研究が積まれて,

ここに法制化されたものでないかと考えられる。このよ

うな意味から,中学校の技術・家庭科担当教師は,一応

ン
　
マ
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ん
　
の
　
う
）
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関係法規について目を通しておくと同時に,安全管理 ,

安全指導の資とすべきであると思われる。以下これにつ

いて抜粋しよう。

関係法規としては労働基準法,労働安全衛生規則,女

子年少労lEl基準規則,職業訓練法等がいえるであろう。

(1)「と石車の取換及び試運転の業務」は「使用者は一―

技能を選考した上,指名した者でなければ―一就かせ

てはならない」。「前項の規定によって指名された者以

外の者は」これらの「業務に就いてはならない」この

とこから生徒はもちろん,教師であっても学校長 (使

用者)か ら指名されない限り,こ の業務を行なっては

ならないということになる。したがって教師が勝手に

取 りつけて,取 りつけ不完全による災害が発生した場

合は,教師の過失となるのではないか。したがって,
これおよびこれに準ずる業務については業者にさせた

方がよいと考えられる。

(2)「回転中破壊のおそれある研磨盤のと石車には,堅固

な覆いを設けなければならない。前項のと石車を取 り

替えた時には,少なくとも3分間の試運転をしなけれ

ばならない」

(3)身長にくらべて不適当に高い場合は,安全で適当な

高さの作業踏台を設けなければならない」

(4)「運転中の機械の刃部における切粉払い,ま た注油の

ためには,ブラシその他適当な用具を準備しなければ

ならない」

(励「労働者は作業中定められた帽子,作業服,履物――
(6)「機械間,ま たは一一通路は80cm以上――

(7)「作業面の照度は,次の規準によらなければ――

(8「径25cm以上の丸のこ盤,または一―

(9)「調帯の継目には一一

仁0「屋内における通路は一―

以上,主 として労安規則の中から,特に関連の深いも
のの項目を抜粋してみたが,前掲した関係法規 の中に

は,な お多くの参考とすべき条文が見あたる。

もちろん,こ れらの労働法規が,学校教育の場に適用

するものではないが私たちが施設設備の設計,管理,安
全確保のための施策等をたてるとき,こ れら法規との関

連を参考とすべきではないかと考えたからである。

以上私の研究実践のごく一部になりましたが御紹介い

たし,有識ある読者の,また全国の研究深い諸先生方の

御批判と御指導を賜わり,こ の道に生きる私の,こ れか

らの資といたしたいものであります。

(新潟県柏崎市第 4中学校教諭)

荷重に応 じて制動力を均―に保つブレーキ

下図は荷物の重さにかかわらず,ブ レーキの制動力を

均一に保つ装置であり,ア メリカの会社によって開発さ

れた。これは,車軸のバネの変形が荷重に比例するとい

う原理により,ま た所要制動力も荷重に左右されるので,

バネの変形を使って制動系に働く最高圧力を制御するよ

うにしたものである。

この構造は,右図にしめすように,緩衝機構のついた
リンクしかけで車軸に連結している。バランスピームの

両端についている制御ピストンと平衝ピストン,バ ネに

連結する制御棒とが緩衝の働きをする。バランスビーム    人口
の支点のローラの位置は,バネの動きによる制御棒の縦   ビストン
方向の移動量できまる。空気ブレーキが可働すると,入

ってきた空気が制御ピストンを押下げ,ボ ールバルプの   送出し[J
下部が出口をふさぎ, ピストンの方の日が開くと,空気

%

は送出し日と通路を通って,平衝ピス トンの上方にはい

っていき,平衝ピス トンが押下げられて, ピンとバラン
スピームとが接触する。この接触がおこると,制御ピス
トンは上昇して上方のボールが,そ の日を閉じて,それ
以上ブレーキに力がかかるのを防ぐ。このように平衝状

態になるのであるが,そ の時の圧力は, 2つのピス トン

の面積の比と,バ ランスビームの支点になるローラーの

位置できまる。 (A)

連結体 (フ ォーク状 )

細1御棒



トロニクスの簡単な応用装置

・ネオン管によるス トロボスコープ

はやい速度で回転しているものや振動している

ものが,止まっているように見えたら,それらの

回転中や振動中の状態を知るのに,非常に便利で

ある。また,止まっているように見える状態にし

て観察することが,ぜひ必要な場合もある。回転

体や振動体を,止まっているように見える状態に

するには,回転や振動の周期に,完全に一致する

周期で点滅する (同期して点減する)光を,それ

見える状態にして,観察するもので,その記号配

線図を示すと図 1の ようである。

いま図のさしこみプラグを,電源コンセントに

さしこみ,ス イッチSlを入れると,装置が動作状

態になる。 するとコンデンサ Cl～ C7の充電・放

電により,まずサイラトロンTF66Gが スィッチ

S2の位置に応じた周波数 (15～1,140C/Sの 中の

いずれかの周波数)の鋸歯状波を発振する。この

① TY66G 6K6

5MK9

3k Ω

図  1  ネオン管によるス トロポスフープ記号配線図

鋸歯状波は,つ

ぎの6K6の回路

で同じ周波数の

鋭いパルスに変

わ り,増幅され

たパ ル ス電 流

が,そのプレー

ト回路に接続さ

れている, トラ

ンスの 1次巻線

を流れるので,

2次巻線にも同

じ周波数のパル

ス電圧 が生 ず

る。このパルス

電圧が, トラン

陽
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ネオン管

毎

〃
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らのものに当てて見ればよい。そこで この装 置   スの 2次巻線に接続されているネオン管 に加 わ
は,回転体や振動体の運動周期に同期させること り,ネ オン管が,パルスの周波数と同じ周期で点
のできる光を出し,それらを止まっているように  滅するので,こ の光を,その点滅の周期に同期す
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②

る回転体や振動体に当てると,それらのものが,

止まっているように見えるしくみになっている。

なお図の同期入力用端子は,ネ オン管の点滅周

期を,回転体や振動体の運動周期に確実に同期さ

せるために,後で詳しく述べるように,タト部から

同期用の入力電圧を加えるためのものである。

1)主要部分 (部品)の しくみと働き

lal鋸歯状波発生回路  図 1か ら,鋸歯状波発生

回路だけを取 り出して示すと,図 2の よ うに な

120kΩ

図 2 サイラ トン発振回路の働き

る。この回路では, まず抵抗 120K Ω 6K Ω を通

して,図の実線の矢印のように直流電流が流れる

ので, 6KΩの両端に,図の①Cの ような電圧が

生じる。この電圧によって,サイラトロンTY66

Gの グリッドが,図のようにカソードに対して○

電圧になるのでこのままではサイラトロンは放電

T Y66G

図 3 同期入力端子の使用法

せず,プレート電流も流れない。一方スイッチS2

"

が図のような位置にあると, コンデンサClは,破

線の矢印のように,ボ リューム 25K Ω・500K Ω,

抵抗 300K Ωを通して, 図の①Oの ように充電さ

れ,その両端の電圧が次第に上がっていく。この

コンデンサの両端の電圧は,図からわ か る よ う

に,サイラトロンのプレートとカソード間に力日わ

っているから, この電圧がある値になると,サイ

ラトロンが放電して,図の一点さ線の矢印のよう

にブレー ト電流が流れる。それにつれて, コンデ

ンサ Clの電圧が急に下がってい き (Clが 放 電

し)あ る値まで下がると,サイラトロンの放電が

止み,ブ レー ト電流が流れなくなるので,前のよ

うにしてふたたびコンデンサ Clが 充電され, 両

端の電圧が上がっていく。以上のことが繰 り返さ

れるので,図のような鋸歯状波が発生する。

なお,鋸歯状波の周波数は,CORの 値によっ

て変わるから, Cl～C7の 切 り換えとボリューム

500K Ω の調整によって, 周波数を大きく変えボ

リューム25K Ωによって微調整をする。

(D同期入力端子  (ので述べたように,鋸歯状波

発生回路で発生する鋸歯状波の周波数は,Cl～C7

およびボリューム 500K Ω,25K Ω によって変え

ることができる。しかし,鋸歯状波の周波数を,

ある特定の周波数 (運動の周期)に簡単にしかも

完仝に同期させるためには,その特定の周波数の

電圧を,FI期入力端子に加える。

いま図 3において, スイッチS2を C3

の位置においてボリューム 500K Ω と

25K Ωとを調整すると,発生周波数を,

希望する特定の周波数に,同期させる

ことができるとしよう。図からわかる

ように,サイラトロンのグリッドは,

6KΩの両端に生じた電圧で, あらか

じめカソー ドに対して,O電圧になっ

ている。そこで同期入力端子に,図の

TY66G 
―
、
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④

ニーム500K Ωと25K Ω を調整する。 するとコン

デンサC3の充電,放電によって発生する鋸歯状波

の周波数が,特定の周波数に近づいたとき,図の

実線の矢印のように流れる鋸歯状波の電流と同時

に,グ リッド電圧の変化と全く同じように変化す

る (同化した), 破線の矢印の電流が流れようと

6K6 する。そ

のためこ

れらの電

流 が い っ

しょにな

って,サ

イラ トロ

ンのプレ

ー ト電流

は,同期

歌
ネオン管

スパーク

ギャップ

入力端子に加えた特定の周波数の電圧に,ま った

く同期した鋸歯状波の電流になる。

(C)ネ オン管点滅回路 ‐(Jの場合と同様にして,

ネオン管点滅回路を示すと,図 4の ようになる。

いま図の入力端子に鋸歯状波の電圧を加えると,

時定数 (C× R=2× 10-10× 1× 106=0.0002)が ,

図のように小さい場合には,抵抗 lMΩ の両端に

生ずる電圧が図のような鋭いパルスになる。 (な

ぜ図のようになるかという理由はむず か しい の

で,説明は省略する)そ して, このパルスが 6K

6で増幅 (低周波増幅)さ れるので,プ レート回

路の トランスの 1次巻線に,増幅された同じよう

なパルス電圧が生じる。このため, トランスの 2

次巻線にも,ま ったく同様なパルス電 圧 が 誘 起

し,ネ オンランプが,パルス電圧の周波数と同じ

周期で点滅する。

(注)図 4の左側の2つの端子, および0.0002μ F,
IMρからなる回路を微分回路という。

ld)ネ オンランプ用 トランス  巻数比 1:3の ふ

つうの低周波 トランスでよいが,な るべく高域特

性 (高い周波数に対する感度や歪などの特性)の

良好なものが望ましい。この トランスの 2次巻線

を開放したまま (ネ オン管をはずしたまま)使用

すると, 1次巻線に高電圧が誘起して, レヤショ

ー ト (巻線層間のショー ト)が生じやすい。した

がって 1次巻線に,図 4の ような間隔 lmmく ら

いのスパークギャップを作っておき,誘起した高

電圧は電気火花 (スパーク)になって,スパーク

ギップで消滅するようにしておくとよい。

(e)ネ オンランプ  2～ 3Wく らいの ものが よ

い。ただし,ベ ースつきのものは,ベースの中に,

電極に直列に接続した,保護抵抗の入っているも

のが多いから, この抵抗をはずして使用する必要

がある。

2)回 路 の 働 き

まず図 3の さしこみプラグを,電源 コンセント

にさしこみ,ス イッチSlを入れると,装置の各回

路が動作状態になる。この場合,サイラトロンT

Y66Gは ,ヵ ソー ド抵抗 6KΩ の両端に生じた電

圧によって,グ リッドがカソー ドに対して,図の

ように○電圧になっているので,最初放電せず ,

プレー ト電流も流れない。いまスイッチS2が,図

のような位置にあるとすると, コンデンサClは ,

図の実線の矢印の よ うに, ボリューム25K Ω・

500K Ω,抵抗 300K Ωを通して充電され,その両

端の電圧が次第に上がっていく。この よ うに し

て, コンデンサの両端の電圧がある値になると,

サイラトロンが放電し,図の破線の矢印のように

プレート電流が流れて, コンデンサClの電圧が急

に下がってい く6間 もなくコンデンサ Clの電圧

が,あ る値まで下がると,サイラトロンの放電が

止み,プレート電流が流れなくなるので,ふたた

びコンデンサClが充電され始め,両端の電圧が次

第に上がっていく。以上のことが繰 り返され,サ

イラトロンがが鋸歯状波を発生するが,その周波

数は, すでに述べたように, Cl～C7の 切 り換え
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⑤

ネオン管

※スパーク
ギャップ

ルスの周 波 数

(鋸歯状波の周

波数に同じ)と

同じ周期で点滅

する こ とに な

る。

なお,同期入

力端子に,希望

する特定の周波

数の電圧を加え

ておき,ス イッ

チS2を その特定

の周波数にみあ

う,適切な位置

において, ボリ

ューム500K Ω・

臥

図 5 ネオン管によるス トロボスコープの働き

とボリューム500K Ω・25K Ω の調整によって決  25K Ωを調整すると,サ イラトロンが,特定の周

まり,Cl～C7と周波数の関係を示すと,表 1の よ  波数に確実に同期した鋸歯状波を,簡単に発生す

上のようにして,サイラトロンで発生した鋸歯

状波は,つぎの微分回路 (0.0002μF IMΩ )で

鋭いパノしンス電圧に変わり,低周波増幅管 6K6の

第 1グ リッドに加わる。そのためプレート回路の

ネオンランプ用 トランスの 1次巻線に,増幅され

たパルス電圧となって現われ 2次巻線にも,同様

なパルス電圧が誘起するので,ネ オンランプが′く

6θ

る。 この銘歯状波が,つぎの微分回路で,ま った

く同じ周波数のパルスに変わ り,低周波増幅管で

増幅されて,ネ オンランプ用 トランスの 2次巻線

に現われるので,ネ オンランプが,同期入力端子

に加えた電圧の特定の周波数に,完全に同期して

点滅を繰 り返す。

(注 1)こ の装置の整流管5MK9は 12Fに ,低周波
増幅管 6K6は 6ZP lにかえてもよい。 また, サ
イラトロンTY66Gは ,すでに他の装置の場合にも

述べたように,その他のサイラトロンにかえてもよ

い。ただし,それらの場合には,かえた電子管の特

性に適するように,各回路の抵抗値も変更する必要

がある。

(注 2)ネ オンランプから出る光は,必要に応じて,
光学レンズで集光して,禾」用するようにす る とよ

(注 3)こ の装置は,あ らかじめ周波数を正確 に較
正しておくと,周波数計や回転計としても使用でき

一一つづく―一

(東京工業大学付属工業高校教諭)
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表 1 コンデンサの容量と周波数の関係

3./f /rr 容量 (μF) 周 波  数 (C/S)
Cl 0.25 15- 30

C2 30- 60

C3 0.057 60-120

C4 0.03 120-240

C5 0.0145 180-400

C6 0.01 350-650

C7 0.0045 650-1,140

さしこみプラグ
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第5回 技術・家庭科夏季大学講座 予告
ことしも,下記により本誌編集委員会の主催で,標記講座を開催いたしますので,みなさま

がた多数の参加を期待します。

技術 0家庭科夏季大学講座要項

〔会期〕 昭和41年 7月 29日 (金)～ 8月 1日 (月 )の 4日 間

〔会場〕 東海大学一―東京者る渋谷区富ケ谷 1431倶軍港貧堅誤乱 諄192F錆 率婆)
〔講師と題目〕

<共通> 生活と科学の歴史
電気教材の指導

創造性の開発

災害と安全 (不注意物語)

<選択> 技  術
機械教材の指導

材料の科学

鉄鋼産業の現状と動向

技術学習の心理

<選択> 家  庭
家族関係と家庭教育の諸問題

食品の科学

服飾史

材料の科学

〔日 程〕

科 学 評 論 家

宇都宮大学教授

東洋大学教授

労働科学研究所

東海大学教授

東京工大教授

東大生産技術研教授

青山学院短大助教授

群馬大学教育部

東海区水産研究所長

服 飾 研 究 家

(技術と同じ)

邦  雄
場 信 雄

田  彰
野 広 之

保 吾 一
川 範 行
部 高 雄

崎   巌

津 千利世
野 慶 之

上 信 彦

岡

馬

恩

狩

真

崎

雀

松

島

天

村

日 時  1  午前 9:00～10:30 10:40-o : 10       1    1 :00-

7月 29日 (木)1 生活の科学・技術の歴史 電気教材の指導      |ォ リエンテーション

7月 30日 (金)1 倉」造性の開発 災害と安全(不注意物語) | 見 学

…

①
l

8月 lKDI

男 機械教材の指導
女 家族関係

男 材料の科学
女 材料の科学

霙 繁
術

重

習

貫

心理

    1 
討  論

曇 壇督房看撃
現状と動向

 |

〔参加会費・申込〕

1 会  費  3,000円 (資料費,見学バス代その/tLを合む)
2 人  員  200名 (会場の関係で定員に達したばあいは申込期日前に締切る)
3 申込方法   7月 15日 までに予約金 1,000円 をそえ,下記へ申込むこと

(不参加の場合予約金は返却しない)

4 申 込 先  東京都目黒区上目黒 7-1179 産業教育研究連盟講座事務局
振替―東京 55008番  TEL東 京 (713)0716

なお,申込書には,勤務先所在地と名称,連絡所,氏名,予約金額を明記して下さい。
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第15次 産業教育研 究大会 案内

<主題> 技術教育の本質と教科課程の再編

一何をどう教えたらよいか―

本連盟では,毎年夏に研究大会を開催し,実践家・研究者が集まって研究討議を行なってき

ました。本年度もまた,別項のとおり研究大会を開催します。

とくに本年度は,こ れまでつみ重ねられてきた実践を集約検討して,子どものより広い,よ

りたしかな発達のために,どのような課程を用意すべきかを明確にしたい。いまや全国のすべ

ての教師に,その点での発言が可能になっていると信じます。

この教育に関′きある方々多数の参加を願い,御案内します。

産 業 教 育 研 究 大 会 要 項

日〕 昭和41年 8月 4日 (木)～ 6日 (土)の 3日 間

場〕 京都教育文化センター

題〕 「技術教育の本質と教科課程の再編」
‐
――何をどう教えたらよいか一一

程〕

期

〈
バ

主

10    11日
     |

第 1日 (4日 )|

昼 休

分 科 会

分 科 会

(休

(体

憩 )

憩 )

問題別分

第 2日 (5日 ) 分 科 会 1 問題別分

第 3日 (6日 ) 全 体 会 (解

(全体会)第 1日 目の全体会は総括的問題提示

第3日 目の全体会は集約討論,今後の研究方向・方途の確認

(分科会)をまじめは,これまでの分野別にわけない。必要分野が的確になった段階で分科する。

女子参加者についても同じ。夜は問題別分科会とする。

〔問題提起〕 問題提起の発表を求める(分科会のみ)。 “私は普通教育における技術教育は ,

こうあるべきだと考え,こ のような実践をした。その結果……"は とい うよ

うな発表を望んでいる。

〔会費申込〕 1会  費 500円 (但し会員は400円 )
1申込期日 7月 10日 (会場のつごうにより当日申込みは受けつけないことがある)

1申込方法 別記様式により会費をそえて,連盟事務局ヘ

散 )
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〔宿 泊〕 1宿泊場所 教育文化センター周辺の旅館 (お うぎや)
1宿 泊 料 1人 1泊 (2食付)1,000円

1申  込 別記申込様式中の必要事項明記の上,予約金 300円をそえて

連盟事務局ヘ

〔申 込 先〕 東京都目黒区上目黒 6-1617 産業教育研究連盟事務局

TEL,東 京 (712)8048  振替―東京 55008番

〔申込様式〕 (用紙ハガキ大)

氏  名 (性別)男・女

所 属 学校

宿 泊

所 属――勤務学校,研究所などの所在と名称

連絡所―市休み中の連絡になるばあいがあるのでできるだけ自宅を。

宿 泊一一申込みと食いちがう場合は混乱するので,明確に記入されたい。もし変更のばあいは,

直ちに連絡されたい。予約金は返却せず。

〔会場案内〕 所在 京都市左京区聖護院川原町5 京都教育文化センター
(案内図参照)

交通 市電京都駅より,百万遍ゆき

希望する

希望しない

3日

4日

5日

6日

夕食

撃曇  畳量  多量 C言言む)
朝食  昼食

熊野神社前下車

〔案 内 図 〕

至

徒歩 5分 (京都大学病院的
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育教術技 8 月 号 予 告  <7月 20日発売>

特集 技術教育の本質と教科課程の再編

技術科の再編成と技術教育の本質……岡 邦 雄

技術科再編の課題…………… …………佐 藤 頑 一

技術科再編成と電気学習………………向 山玉雄

機械学習をどうするか……………・……小 i也 一 清

<技術科と安全>

技術教育と安全 ………………………清 原 道 寿

安全教育の学習指導と問題点 ………
。伊 藤  薫

豆ジャッキの製作-2年金属加エー……岡 元 京 一

◇第15次夏季研究大会は,予告のと

お り京都市で開かれます。本大会を

開 くにあたって,京都の世木郁夫先

生をはじめ,地域の先生方にいろい

ろとおせわになります。世木先生は,本連盟が第 1次の

全国大会を箱根の湯本で開いたときに,はじめて参加さ

れ,それ以後,ず っと地道な実践的研究をつづけられ各

地で開催してきた研究大会にほとんど毎年参加されてこ

られた方です。大会がはじまって以来,15周年をむかえ

て,今年度の大会が世木先生を中心に京都で開催できま

すことは,ま ことに感懐なきをえません。

◇本号および次号では,夏季研究大会の主題 “技術教

育の本質と教科課程の再編――何をどう教えた らよヽヽ

か"一―にそって,特集することにします。すでに文部

省では,教育課程審議会で,技術・家庭科の改定が審議

途上であります。しかし,これまでの教育課程の改定を

みても明らかなように,官制例の一定の基本方向があっ

機械学習の実践 …………………………世 木 有『 夫

―男女共通学習を中心に一

製図学習のすすめ方 ……………………仲 道 俊 哉

電熱の学習………………… …………・・高 橋 豪 一

被服教材をどうあつかったか…………渡 辺 雅 代

献立作成の指導 ……・……………………村 野 け い

女子向き機械について………………・…淵  初 恵
エレクトロニクスの簡単な応用装置(11)

コンデンサモータ逆転装置 …………・稲 田 茂

て審議会委員や協力者がいろいろの意見をのべても,文

部省 “原案"を基本的にかえることは不可能です。しか

も委員会で,ある程度の成案がでると,前の改定のばあ

いのように,い くつかの圧力団体の政治的工作がされる

こともおこるでしょう。もちろん,前の課程のときのよ

うに「・家庭」の3字が75万円の献金といったような馬

脚は,こ んどは表面に出ないでしょうけれど。

◇こうした形でだされてくる改定に対処し,子どもの将

来の成長と幸福を願う技術教育を確立するためには,カ

リキュラム編成の主権は,現場にあるとの確信のもとに

これまでの実践を検討することが必要です。京都の大会

では,そ うした実践的研究を各地からもちよって話しあ

いましょう。

◇本誌編集委員会主催の夏季大学講座は,例年の通り,

東海大学で開きます。今年度は,は じめて選択コースに

わけ,「家庭」関係の内容もとりあげ,女子の先生方の

参加をおまちしています。
，
，

Ｆ
ｌ
・

　
１
１

・
４
澤

昭和41年 7月 5日  発 行
発行者  長   宗   泰   造
発行所  株式会社  国   土   社

東京都文京 区高 田豊 川町 42

振替・東京 90631 電(943)3721

営業所  東京都文京区高 田豊 川町 42
電 (943)3721～ 5

7月 号 No。 168◎

定価 150円   (〒12)1か年 1800円
編 集  産 業 教 育 研 究 連 盟

代 表 後 藤 豊 治

連絡所  東京都目黒区上目黒 7-1179
月裏 (713) 0716

直接購読の申込みは国土社営業部の方へお願い

いたします。

育教術技

64



■

技術科の学習がお もしろく,し かもや さしくなりま した !

中学 “技術・家庭科"教育実践家の最高の頭脳

を結集して世に出た技術科副読本の決定版〃
ゝ 清 原道 寿編

E図 解製図技術
巨 図解木工技術

□ 図解金工技術 I

日 図解金工技術Ⅱ

□ 図解機械技術 I

□ 図解機械技術Ⅱ

日 図解電気技術

E811図 解電子技術

回 図解総合実習

別巻 技術科製作図集

>こ の全集の特色

1部二色刷 りにして,理解を容易に
した。

木工編と金工編は,具体的に作品を
作 りながら知識を会得できるように

した。

随所に<課題>を設けた。
別巻には,多数のたのしい教材を収
めた。

製作の手引をつけて, クラブ活動や
ご家庭でも自主的に学習できるよう

に工夫した。

１

　

　

１

B5判 函入 定価各 650円 別巻 1000円  〒 120

技術科はむずかしいといわれております。とりわけ指導

することがよりむずかしいといわれております。それは

初めて生徒が耳にする機械の原理や構造をとり扱うから

でもありましょう。こんな時にはこの全集を開いて下さ

い。この全集は中学の工業分野の学習に登場する機械の

話や必要な知識を,全国の優れた実践家が授業で確め,

その成果をふまえ―て解説してあるからです。そして他の

本にはみられぬ,新 しい知識と難解な事項はすべて図で

解き,一限で解るように特に工夫しているからです。

塑性加工

切削加工

機械のしくみ

内燃機関のしくみ

図面と作り方

全 9巻 甥 J巻 1巻

F 土
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